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郡山遺跡全景 (南より)



第138次調査区



第刊38次調査区南部 (SB2010。 SB2015 西より)

SB2010。 SB2015全景 (北西より)



郡山遺跡の発掘調査も今年から第 5次 5カ 年計画に入り、早くも22年が経過しております。これ

まで数々の成果を積み上げ、東北の古代史解明に一石を投じてまいりました。

幻の城柵として一端を現した昭和54年以来、継続的に実施してまいりました発掘調査により古代

の文献に記録のない “幻の城柵"は まさに “甦る城柵"と して、私たちの前に明らかになってきま

した。辺境とされてきた当地方の歴史観を一変した最古の地方官衛・郡山遺跡の発見は日本の考古

学・古代史学界に大きな影響を巻き起こしたものと確信しております。

本年度は南方官衛地区においての発掘調査を実施し、本書はここにその調査の記録を報告、公開

するものです。また市街化への動きが著しい郡山地区にあって、小規模な開発に汁応して実施され

た「仙台平野の遺跡群」についても合わせて報告いたします。

先人の残した貴重な文化遺産を次の世代に継承していくことは、行政によってのみ成し得るもの

ではなく、市民一人一人の深い理解がなくしては成し得ないものであります。それらを目指した継

続的な発掘調査を実施できますことは、ひとえに土地所有者の方々、地元町内会の皆様の多 くのご

協力と御支援の賜であり、ここに感謝申し上げる次第です。

これからも文化財保護への深いご理解と御協力をお願いするとともに、本書が文化財愛護精神の

高揚の一助となりますことを願ってやみません。

平成14年 3月

仙台市教育委員会

教育長 卜可 部 芳 吉
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1.本書は郡山遺跡の平成13度範囲確認調査の概報である。

2.本調査は国庫補助事業である。

3.本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担した。

本文執筆 長島榮一 I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、 V、 Ⅵ、Ⅶ

松本知彦 Ⅲ、Ⅶ

遺構 トレース 菅井百合子、岡まり子、石垣美佐江、大友浩美、小村田紀子

遺物実測 松本、伊勢多賀子、大友広美、鈴木由美、黒田照子、小林広和

遺物 トレース 菅井、岡、大友 (浩 )、 小村田、石垣

遺構写真撮影 長島、松本

遺物写真撮影 伽アー トプロフィール

遺物補修復元 赤井沢千代子、黒田、三浦千賀子

図版作成 長島、松本、菅井、吉田りつ子、岡

写真図版作成 長島、吉田

編集は長島、松本がこれにあたった。

4.遺構図の平面位置図は相対座標で、座標原点は任意に設置したhl原点 (X=0、 Y=0)と し、高さは標高

値で記した。

5。 文中で記した方位角は真北線を基準としている。

6.遺構略号は次のとおりで、全遺構に通し番号を付 した。

SA 柱列などの塀跡  SE 井戸跡         SX その他の遺構

SB 建  物  跡  SI 竪穴住居跡 。竪穴遺構  P  ピット・小柱穴

SD溝     跡  SK土 坑

7.遺物略号は次のとおりで、各々種別毎に番号を付 した。

A 縄 文 土 器      F 丸瓦・軒丸瓦  K 石製品

B 弥 生 土 器      G 平瓦・軒平瓦  L 木製品

C 土師器 (ロ クロ不使用)  H 鴎    尾  N 金属製品

D 土師器 (ロ クロ使用)   I 陶    器  P 土製品

E須 恵 器     」 磁   器

8.建物跡模式図中の記号は以下の基準により図示した。

● =柱痕跡の検出されたもの

○ =掘 り方のみ検出されたもの

● =他遺構との重複により検出されないもの

9。 遺物実測図の網スクリーントーン張 り込みは黒色処理を示している。

10.本概報の上色については「新版標準土色帳」 (古山・佐藤 :1970)を 使用した。

11.本概報中の掘立柱建物跡の記載の中で「柱痕跡は21cmの 円形で…」とあるものは、柱痕跡の直径が21cmの 意で

ある。
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I はじめに

平成13年度は郡山遺跡範囲確認調査第 5次 5カ 年の 2年次にあたり、下記の体制で臨んだ。

調査主体   仙台市教育委員会

調査担当   仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

文化財課  課長 大越裕光

管理係  係長 高橋 泰

主事 藤井明美

整備活用係  係長 田中則和

主査 木村浩二

主任 長島榮一

主事 坂本和男

文化財教諭 松本知彦

調査係  係長 結城慎一

教諭 豊村幸宏

文化財教諭 村上秀樹

発掘調査、整理を適正に実施するため調査指導委員会を設置し、委員を委嘱した。

会  長  工藤雅樹 (福島大学行政社会学部教授 考古学)

副 会 長  今泉隆雄 (東北大学文学部教授 古代史)

岡田茂弘 (東北歴史博物館館長 考古学)

桑原滋郎 (宮城県教育庁参事兼東北歴史博物館学芸部長 考古学)

白鳥良― (官城県多賀城跡調査枡究所長 考古学)

須藤 隆 (東北大学文学部教授 考古学)

発掘調査および遺物整理にあたり、次の方々から御教示をいただいた。

地権者   加藤雅祉、相原秀盛、安藤直樹

調査参加者 赤井沢千代子、石垣美佐江、伊勢多賀子、伊藤貞子、大友広美、大友浩美、岡まり子、尾形陽

子、日下啓子、黒田照子、小池房子、小林広和、小村田紀子、佐藤よし子、柴田徳郎、庄子範

男、菅井百合子、鈴木由美、高橋ヨシ子、牧かね子、三浦市子、三浦千賀子、宮嶋都、鎗水芳

子、依田光子、吉田りつ子、渡辺貞子

さらに下記の諸機関の方々から適切な御教示をいただいた。

奈良文化財研究所 山中彼史、光谷拓実、千田剛道、二重大学人文学部教授 山中 章、近畿大学文芸学部教授

大脇 潔、奈良県立橿原考古学研究所 林部 均、大阪歴史博物館 佐藤 隆、財団法人大阪市文化財協会 積山

洋、宮本佐知子、李 陽浩、東北大学大学院工学研究科助手 吉田 歓



査計画と実績

平成13年度の発掘調査は、郡山遺跡発掘調査の第 5次 5カ 年計画における第 2年次目にあたる。第 5次 5カ 年計

画では、以下 5項 目の達成を目標にしている。

(1)Π 期官行中枢部の構造の解明

(2)郡 山廃寺の内部構造の解明

(3)I期官衛の構造と変遷の解明

(4)南方官衛の範囲と性格の解明

(5)郡 山遺跡調査成果概要書の作成 などである。

これらは平成11年度郡山遺跡調査指導委員会で審議し、了承されたものである。詳細は「仙台市文化財調査報告

書第250集郡山遺跡21」 12を参照していただきたい。これにより今年度は 【4)南方官衛の範囲と性格の究明」を

主目的として、これまでと同様に国庫補助事業である『市内遺跡発掘調査』で発掘調査を実施することにした。発

掘調査は、今年度より仙台城跡の主要遺構の遺存状況を把握するための発掘調査も含め、総経費3800万 円、国庫補

助金額1400万 円の予算で計画した。またこれまで個人住宅などの小規模開発に伴う発掘調査は「仙台平野の遺跡群」

として実施してきたが、今年度も該当する発掘調査が必要になったときには同様に対応することとした。したがっ

て総経費3800万円を郡山遺跡発掘調査に2000万円、仙台城跡に1300万 円、仙台平野の遺跡群として500万円という

配分にした。これにより郡山遺跡発掘調査については、以下のような実施計画を立案した。

表 1 発掘調査計画表

調 査 次 数 調 査 地 区 調査予定面積 調査予定期間 調 査 原 因

第138次 南方官衡西地区 1000rざ 5月 ～11月 範囲確認調査

第139次 方四町Ⅱ期官衡中枢部 ２ｍ 9月 、 10月 範囲確認調査

4月 以降、電力施設の建設や国土交通省の庁舎建設ならびに個人住宅の建築等で、 4箇所の調査が追加された。

また当初予定されていた第139次調査は、地権者の土地利用の都合から実施することができなかった。よって年度

当初から予定されていた第138次調査、東北電力の施設建設に伴う事前調査として第139次調査、個人住宅の建築に

伴い調査の必要となった第140次、第142次、第143次調査、国土交通省東北地方整備局仙台工事事務所の庁舎建設

のための第141次調査の 6箇所を以下のとおりに実施した。

表 2 発掘調査実績表

調査次数 調 査 地 区 調査面積 調 査 期 間 調査原因 対 応

第138次 南方官衛西地区 2100� 5月 8日 ～12月 21日 範囲確認調査 郡山遺跡発掘調査

第139次 郡山廃寺東隣接地 74∬ 5月 28日 ～ 5月 30日 電力施設建設 開発に伴う事前調査

第140次 方四町Ⅱ期官衡中枢部東 ２ｍ 7月 4日 ～ 7月 31日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

第141次 寺院東方建物群東 78r正 7月 30日 ～ 8月 9日 庁舎建設 開発に伴う事前調査

第142次 方四町Ⅱ期官行中枢部東 40r正 8月 1日 ～ 9月 3日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

第143次 方四町Ⅱ期官衡東隣接地 26笛 12月 17日 ～12月 17日 個人住宅建築

Ⅱ



部区却

第 1図 郡山遺跡全体図

これらの調査のうち第139次調査と第141次調査は、開発に伴う事前調査であるため国庫補助事業の F市内遺跡発

掘調査」では扱わず、別途報告する予定となっている。また第138次調査は1000∬ の調査面積を予定していたが、

調査区南端より遺跡内でも重要な建物跡と見られる遺構に一部が発見されたため、調査区を拡張している。それに

伴い予算計画も年度途中で一部変更し、郡山遺跡の発掘調査に200万円増額している。したがって郡山遺跡発掘調

査の予算が2200万円となり、総経費4000万円となっている。なお今回「仙台平野の遺跡群」として調査した第140

次、第142次、第143次調査は郡山遺跡内の調査であるため、報告は本書に含め報告することにし、「仙台平野の遺

跡群」としての報告は刊行しないことにした。よって本事業の報告は「仙台市文化財調査報告書第258集郡山遺跡

22-平成13年度発掘調査概報一」、「仙台文化財調査報告書第259集仙台城跡 I」 である。

‰
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Ⅲ 第138次発掘調査

1.調査経過

第138次調査区は、昨年度実施した第135次調査区の北に位置し、 I期官衛の東辺部と方四町Ⅱ期官衛の南前面に広

がる南方官衛の西地区内にあたる。現在郡山遺跡の西に隣接する西台畑遺跡の周辺で進められている「長町副都心土

地区画整理事業に伴う発掘調査」では、昨年のⅣ区の発掘調査において方四町Ⅱ期官行の外郭大溝に平行するように

溝跡が発見されていた。このような状況はこれまでの調査でも方四町Ⅱ期官行の南辺において、第65次調査 (SD984)

や第124次調査 (SD1860)で確認されている。今回の調査区でも同様に外郭の大溝に平行する溝跡が発見される可能

性が考えられた。またこの地区は西の第85次調査区で発見されたSB1277建物跡のように政庁正殿の規模を上回る四

面廂付建物や、第65次調査区で発見されたSB1320建物跡などのように南北2間、東西10間 に 及ぶ東西に長い建物が複

数発見されている地区である。官衡内部にあって主要な殿舎に該当するような建物跡が立ち並んでいる地区である。

よって今次調査区からも規模の大きな建物跡の発見が想定されていた。また、第135次調査区と昭和59年度の第48次

調査区で I期官衛の二時期の東辺となる材木列を確認しており、その延長部分の発見についても想定されていた。

調査区の現況は、旧水田で仙台市土地開発公社の所有地となっている。表土 (第 I層 )の厚さは10cm～ 20cmで 、

遺構の検出面までの層序が調査区の地点によって違っていた。調査区南端のD区のみ表土の下に第Ⅱ、Ⅲ層があり、

遺構の検出されるまで表土上から35～ 40cm程 となっている。D区 より北のA～ C区においては、表土直下が遺構の

検出面となっていた。当初はD区 と同様に第Ⅱ、Ⅲ層が堆積していると想定していたため、当初は1000だ程度の調査

を予定していたが、表土排除開始後に下層の状況が把握されたため、年度内に調査可能な2000∬ に面積を変更した。

調査は 5月 当初から準備に入 り、 5月 14日 から表土排除を開始した。 9月 に調査区南端から重要な建物跡が発見

されたため、拡張を行なって建物の全容を把握した。調査成果がまとまった11月 15日 に報道発表、11月 17日 に現地

説明会を実施した。追加の記録を行い埋め戻し、整地作業が終了したのは12月 21日 である。

方四町Ⅱ期官衛 |

マ
【

(124

第138次調査区

二  (135)

(119A)

/

119B)

イ

48)

翻
慮

一謝
勒

＼

第 2図 第138次調査区位置図



2.発見遺構・出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、掘立柱建物跡 3棟、柱列 1列、材木列 4列、溝跡21条、土坑13基、性格不明遺

構 2基、ピットなどである。これらの遺構は基本層位第Ⅳ層上面で検出されている。第Ⅱ、第Ⅲ層は、調査区の南

端D区のみに堆積し、いずれも水田跡の耕作土と考えられる。なお第Ⅲ層中には灰白色火山灰が堆積している箇所

が見られる。以下ここで報告するのは、第Ⅳ層上面で検出された遺構である。

|

SA2001

S80  -

S100 -

SD2018

SK2032

SD2012

SK2033
SK2043

SK2024

SD2019

SK2029

|

Vヽ140

(1/400)

|

Vヽ120Vヽ160

第 3図 第 138次調査区遺構配置図
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調査 区南端拡 張部 (西 ) 西壁

Ⅱa

調査 区南端拡 張部 (西 )東壁南半

―一-900m

調査区南端拡張部 (西 )東壁北半
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SD2031 Ⅱ

調査 区南端拡張部 (東 )東 壁

Ic

0                              4m

遺機名 層 t 土   色 土  性 備   考

調査区北壁 東壁 南端拡張部 (西 )

基本層位

Ia 75Y71 灰色 粘  土 1日 水田

10YR4/1 褐灰色 粘  土 全体に細か く酸化鉄を含む (水 田跡 )

10YR4/ユ  褐灰色 粘  土

10YR5/2 灰責褐色 粘  土 火山灰 を全体に含む。SD2002～3堆積上に類似 している

ユOYR5/2 灰黄褐色 粘  上 全体にマ ンガン粒 を含む

Ⅲc 10YR4/2 褐灰色 粘  土 褐色上を小ブロックで含む

SD2041

1 ЮYR4/1 43灰色 粘  上 マ ンガン粒を含む

2 ЮYR3/1 黒褐色 粘  土 純度の低い火山灰を含む、SD2013の 堆積上に類似 している

ЮYR7/6 明黄褐色 粘  土 褐灰色土を含む

10YR6/1 褐灰色 粘  土 火山灰土を多量に含む

10YR7/6 明黄褐色 粘  土 lFJ灰色上を含む

5Y5/1 灰色 粘  土

1^― 第16図参照

SD2031
1 10YRワ2 灰黄褐色 粘  土

2 10YR5/2 灰黄 ltD色 lll土 質シル ト 明黄褐色上を全体に含む

調査区南端拡張部 東 )

SB2010N9E2
1 10YR4/1 褐灰色 粘  土 抜き取 り穴

2 10YR4/1 褐灰色 粘  土 白色粘土をブロック状に含む。堀 り方埋土

SB2010N10E2 1 10YR4/1 褐灰色 粘  土 黄褐色、白色粘土を含む

SA2020Nユ 1 10Y酪 /2 黒褐色 粘  土 Ⅳ層 とV層 が混合 している

SA203Э N2 I 10YR5/4 にがい黄褐色 粘  士 Ⅳ層 とV層 力゙混合 している

調査区北壁

SA1855 ] 10YR6/3 にがい黄橙色 粘土質ンル ト 黒褐色粘土 灰白色砂 を含む

SA1910 1 10YR6/6 明黄褐色 粘  土 黒褐色粘土を少プロックで含む

SA2001 1 10YR6/4 にがい黄橙色 括 土

SD2037

10YR7/3 にぶい黄橙色 帖土質シル ト 酸化鉄をブロック状に含む

2 10YR4//ユ  褐灰色 粘  土 I層 より暗い

10YR8/2 灰白色 粘  上 酸化鉄を多量に含む

10YR8カ  灰自色 粘  土

第 5図 第138次調査区断面図(2)(1/100)



SB2010掘立桂建物跡 桁行10間 (総長21m、 柱間寸法200～220側 )、 梁

行も間 (総長10.8m、 柱間寸法200～ 220cm)の南北棟で、東西に廂を有する

建物跡である。方向は身舎の東桁行でN-3° 一Wである。身舎の柱穴は一辺

85～ 120cmの 隅丸方形で、柱痕跡は25～ 38cmの 円形または楕円形である。廂

の柱穴は一辺70～90cmの 隅丸長方形で、柱痕跡は25～30cmの 円形または楕円

形である。身舎は北から2間のところで仕切 られている。柱穴の掘 り方や柱

痕跡は、身舎が廂に較べやや大きくなっている。柱痕跡は木質の材が残って

いるもの (NllE2柱穴)がある。また各柱穴の柱は抜き取 りあるいは切 り取

りを受けており、抜き取 りの際に柱下部が折れて地中に残ったもの (N10E2

柱穴)も 見られる。

遺物は、掘 り方中ではN7Elか ら器種は不明であるが、内面黒色処理され

外面に二条の墨痕がある土師器C-916底部片 (第 7図 1)が出土している。

N3E3か らは長さ5.5cmの頂部が平坦なN-110釘 (写真30)が、N4W2か らも

長さ9.5cmの 釘状の鉄製品N-109(写真29)が出土している。抜き取 り穴で

は、N5E2か ら高さ6.5cm以上の線刻されたE-465円面硯 (写真20)、 N6Elか らは底部に回転ヘラ切 り後に手持ちヘ

ラケズリされた 須恵器E-456郭 (第 8図 1)、 N6W2か らは長さ4.5cmの釘状の鉄製品N-108(写真31)、 N9E2か

らは底部がやや摩減しているが回転ヘラ切 り痕跡が観察される須恵器E-458郭 (第 8図 4)、 NllE2か らは宝珠形

のツマミを有する大形の須恵器E-466蓋 の破片 (写真28)、 NllE3か らは内部に緑色の鉱物を含むK-253石 (写

真33)が 出土している。なおN10E2の抜き取 り穴からは、多 くの遺物が出土し

ている。底部に回転ヘラ切 り後手持ちヘラケズリが施された須恵器E-452郭

(第 8図 3)、 底部に手持ちヘラケズリが施された須恵器E-453郭 (第 8図 2)、

底部に回転ヘラ切 り後手持ちヘラケズリが施された須恵器E-467郭 (第 8図

5)な どである。

SD1951。 1995溝跡を切 り、SD2008・ 2018・ 2019溝 跡に切られている。

SB2015掘 立柱建物跡 桁行 7間 (総長19,6m、 柱間寸法230～ 310cm)、 梁行

4間 (総長8.8m、 柱間寸法200～225cm)の 南北棟で、南・北・西に廂を有す

る建物跡である。方向は身舎の西桁行でN-1° ―Wである。身舎の柱穴は一

辺83～ 140cmの隅丸長方形で、柱痕跡は20～ 40cmの 円形または楕円形である。

廂の柱穴は一辺60～ 123cmの 長方形で、柱痕跡は20～ 36cmの 円形または楕円形

0          5cm

第 7図  N7El出土遺物
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l 須恵器 ITN SB20111bl∝ 1 抜き取 り気 器高41 日径120 底径74
日縁部 '体部ロクロナデ

底部回転ヘラ切 り→手持ちヘラケズリ
日縁部 体部ロクロナデ

2 須恵器 イ SB2010N10E2 抜 き取 り 器高36 日径47 底径78
日縁部 体部ロクロナデのち
ヘラケズリ、底部ケズリ

口縁部 体部ロクロナデ

3 E‐ 45を 須恵器 郎 SB2010bN10膨 抜 き取 り 器高36 口径131 底径70
日縁都 r4N部 ロクロナデ

底部回転ヘラ切り
口縁部 体都 ロクロナデ

4 須恵器 郭 SB2010bN9E2 抜き取 り 残存高 底径96
体部ロクロナデ→ナデ

底部回転ヘラ切 り→ヘラナデ→ナデ
体部ロクロナデ

5 須恵器 イ SB2010bN10E2 抜 き取 り穴 器高36 日径136 底径72
日縁部 体部ロクロナデ

底部ヘラ切 リー回転ヘラケズリ
回縁部 体部ロクロナデ 27

6 E望51 須恵器 係 SB2010NllE3 抜 き取 り穴 器高44 口径150 底径70
日縁部・体部ロクロナデ

底部手持ちヘラタズリ
日縁部 体部ロクロナデ

第8図 SB2010 建物跡出土遺物

である。各柱穴掘 り方や柱間寸法にややばらつきがある。柱穴の掘 り方や柱痕跡は身舎が廂に較べやや大きくなっ

ている。ほとんどの柱穴に抜き取 り穴が見られるが、特に西桁列の抜き取 り穴は掘 り方底面に及んでいる。柱痕跡

は木質の材が残っているもの (N2E5、 N3E5、 N5E5柱穴)がある。建物に廂が取 り付 く南・北 。西外側にはさら

に小柱穴列が付いている。小柱穴は直径27～ 40cm程の円形で、柱痕跡は10～ 14       235 220

cmの円形である。

遺物は、柱穴の抜き取 り穴NIE4か ら鉄津、N4W2、 N7E3か ら瓦片、各柱穴

より土師器・須恵器小片が多量に出土している。

SA1910材木ア↓、 SD1995'1951・ 1952溝跡を切 り、 SD2002・ 2003・ 2009・

2013・ 2031・ 2041溝跡に切 られる。

SD1951溝 跡 南北に廷びる溝跡であり、上幅35～65cmである。南に隣接す

る第135次調査で検出したSA1951溝 跡の延長部分と考えられる。方向はN―

35° 一Eで、検出した総長は27.5mで ある。遺構は検出に留めている。

遺物は出土していない。

SB2010。 2015掘 立柱建物跡、SD1995。 2003・ 2004。 2009溝 跡、SK2014土坑

に切られる。

SD1952溝 跡 南北に延びる溝跡であり、上幅35～60cmである。南に隣接す

る第135次調査で検出したSA1952溝 跡の延長部分と考えられる。方向はN―

35° 一Eで、検出した総長は33mである。遺構は検出に留めている。

310

280

300

290

310

第 9図  SB2015模 式図
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トー 850m

Ｆ
輛ト

D'

卜 850m

遺構名 層 位 土   色 土 性 備   考

NllE2 A― A
10YR3/2 黒褐色 粘  土

10YR5/1 褐灰色 粘  土

lc 10YR7/1 灰 自色 粘  土 黒褐色粘土をやや含む (グ ライ化 )

2 10YR4/1 褐灰色 粘  土 灰白色粘土をブロック状に含む

3 10YR8/3 浅黄橙色 粘土質シル ト

10YR5/1 褐灰色 粘  土 灰白色粘土をプロック状に含む (グ ライ化 )

5 10YR7/2 にぶい責橙色 粘  土 グライ化

第10図  SB2010エ レベーション図 (1/100)

遺物は出土していない。

SA1910材 木列、SB2015掘立柱建物跡、SD2000・ 2002・ 2003。 2004・ 2013・ 2034溝跡に切られる。

SD2002溝跡 上幅110～ 260cm、 底面幅30～ 100cm、 断面形は扁平な逆台形の溝跡である。壁は緩やかに立ち上

がり、底面はほぼ平坦である。方向はN-0° 一Eで、検出した総長は15,7mで ある。

遺物は須恵器、土師器、瓦片が少量出土した。

SB2015掘立柱建物跡、SA1910材 木列、SD1952溝跡を切る。

SD2003清跡 上幅85～ 115cm、 底面幅は40～ 50cm程、断面形は逆台形または船底形の構跡である。壁は緩やか

に立ち上が り、底面はやや凹凸がある。方向はN-2° 一Wで、南端から15.5mの 地点で 2方 向に分岐し、N一

39° ―W方向へは3m延び調査区外へ、E-2° 一N方向へはやや屈曲しながら72m延びている。

遺物は埋土より高台が付 く須恵器雰、土師器・須恵器片が少量出土した。

SB2015掘立柱建物跡、SA1910材 木列、SD1952溝跡を切る。

C'

卜 850m

0                    4m
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トー 850m

KI

トー840m

Tヽ
トー 840m

0                 4m

盟構名 層位 土   色 土  性 備   考

N3W2 F― F′

1 10YR4/1 褐灰色 粘  土 灰 白色粘土を帯状に含む

10YR7/3 にぶい黄橙色 粘  土 揚灰色 Ill上 を帯状に、酸化鉄をブロック状に含む

10YR7/3 にぶい黄橙色 粘  土

1 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シル ト

E3 M― M
1 10YR3/2 黒褐色 粘  土 自色粘土を少量を含む

2 10YR4/2 灰黄褐伍 粘  ■

第12図  SB2015エ レベーション図 (1/100)

SD2004溝 跡 上幅27～ 80cm、 底面幅18～ 38cm、 深さ5～ 30cmで 、断面形は扁平なU字形あるいは舟底形である。

壁は緩やかに立ち上が り、底面は凹凸がある。方向はN-1° 一Wで、検出した総長は12mである。堆積土は 2層

である。

遺物は、土師器片、須恵器片が少量と敲石の可能性がある礫が 1点出土している。

SA1910材 木列、SD1951・ 1952溝跡を切っている。

SD2008溝跡 上幅50～ 120cm、 底面幅16～ 60cm、 深さ2.5～ 43cmで、断面形は逆台形の溝跡である。壁は途中に



不規則な段 を有 し、底面はやや凹凸がある。方向はN-4° 一Wで、検出し

た総長は9,5mである。堆積土は 1層である。

遺物は、上部に円孔のあるK-249砥石 (第24図 6)、 縦 1.6cm、 横 2 cmの

範囲で凹部のあるK-252凹 石 (第24図 7)が出土 し、その他に堆積土中か

ら須恵器の高台付郭や甕の小片、土師器小片、人頭大の礫、炭化物などが出

土 している。

SB2010掘立柱建物跡、SD1995。 2036溝 跡を切っている。

駅
号

凶
番

獅
号 種 別 器 形 出■抵柑 外面訓整 内面訓坐

土RT器 SD2008
ロタロナア 回転ヘラ
ヶズ, 斗FFあ , ”鋤

0                          10cm

SD2009清跡 上幅52～ 276cm、 底面幅25～ 156cm、 深さ 5～ 35側で、断面  第13図 SD2008溝跡出土遺物

形は扁平な逆台形である。壁は東側のみ緩やかに立ち上が り、底面は凹凸がある。方向はN-2° 一Wで、検出し

た総長は13.2mで ある。堆積土は 1層である。

遺物は、器厚が薄手で外面に炭化物が付着した土師器C-895奏 (第24図 3)、 内面が黒色処理され外面にヘラケ

ズリが顕著な土師器C-901鉢 (第24図 5)、 内面黒色処理され底面に回転ヘラケズリが施されたロクロ使用の土師

器D-77郭 (第24図 1)、 内面黒色処理され体部外面に墨書 (第 13図)のあるロクロ使用の土師器D-78郭 (第 13

図 1)、 外面に回転ヘラケズリ調整の顕著な須恵器E-460蓋 (第24図 4)、 高さ10cn以上、日径5.6cm以上の須恵器

E-461長頚壺頚部片 (写真48)、 縦16cm、 横10cm、 高さ12cmの台状のK-251礫石器 (写真52)、 その他堆積土中よ

り上師器、須恵器の小片が多量に出土している。

SB2015掘立柱建物跡、SD1951・ 1995溝跡を切っている。

SD2012a o b清跡 上幅58～ 190cm、 底面幅14～ 32cm、 深さ18～ 22cmで、断面形は扁平なU字形と推定される溝

跡である。壁は緩やかに立ち上が り西壁で平坦な段を有する。底面はほぼ平坦である。方向はN-8° 一Eで、検

出した総長は10.5mで ある。堆積土は 3層である。二時期ある。

遺物は、これまで郡山廃寺から出土しているのと同様の特徴を有する単弁蓮華文軒丸瓦F-94(第 24図 8)、 そ

の他堆積土中より土師器、須恵器の小片が出土している。

SK2032・ 2033・ 2043土 坑を切っている。

SD2018清跡 上幅60～ 75cm、 底面幅40～ 50cm、 深さ27～ 34cmで、断面形はU字形である。壁は直立気味に立ち

上が り、底面はほぼ平坦である。方向はN-5° 一Wで、検出した総長は37mで ある。堆積土は 3層である。

遺物は、土師器、須恵器の小片や礫が出土している。土師器の中にはロクロ使用の上師器片が少量含まれている。

SB2010掘立柱建物跡、土坑を切っている。

SD2019溝跡 上幅60～ 84cm、 底面幅40～ 60cm、 深さ26cm程で、断面形はU字形である。壁は直立気味に立ち上

がり、底面はやや凹凸がある。方向はN-9° 一Wで、検出した総長は4.3mである。堆積土は 3層である。

遺物は、底部が回転糸切 り無調整の須恵器E-450郭 (第24図 2)、 土師器、須恵器の小片が出土している。土師

器の中にはロクロ使用の土師器片が少量含まれている。

SB2010掘立柱建物跡を切っている。

SD2027清跡 上幅30～ 100cm、 底面幅25cm程、深さ 6 cm程 で、断面形は扁平な逆台形である。壁は緩やかに立

ち上が り、底面は平坦である。方向はE-5° 一Nで、検出した総長は1.9mで ある。堆積土は 1層である。

遺物は、土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SD2031溝跡 上幅35～50cm、 底面幅25～35cm、 断面形は逆台形の溝跡である。壁は直立気味に立ち上が り、

底面はやや凹凸がある。方向はE-1° 一Nで、検出した総長は26mで ある。               
｀

遺物は出土していない。

SB2015掘立柱建物跡を切る。
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遺構 74 層位 土   色 土 性 備   考 遺構名 層位 土   色 土  性 備  考

T― T′ SD2009 Y― Y′

SD2002

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 1 10YR4/2 灰責褐色 f■ 土質シルト

10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 マ ンガン粒、火山灰 を微量に含む 2 10YR6/3 にぶい黄橙t 粘  土 黒褐色粘上を含む

10YR7/1 灰白色 火山灰 SD2009 2008  Z― τ

3 10YR6/3 にぶい黄橙t 粘  土 褐灰色粘上を含む 1 10YR4/2 灰黄褐色 ンルト SD2002、 SD2003と 同様の特徴

SD2003

1 10YR5/2 灰黄褐色 シ,レ ト SD2018 a一 つ

10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 マ ンガン粒、火山灰 をl・

jx量 に含む 1 ЮYR4/1 褐灰色 粘  土 炭化物 を微量に含む

3 10YR6/3 にぶい貨橙t 粘  土 褐灰色粘土を含む 2 10YR6/3 にぶい黄橙迄 粘  土

ユ 10YR4/1 褐灰色 粘  土 炭化物 を近状に含む 3 ЮYR6れ にぶい責穫 粘  土 黒褐色粘上を少豊含む

SD2004 V― V′ SD2019 d一 d

ユ 10YR5/2 灰黄掲色 ル ト 1 ЮYR4/1 褐灰色 粘  上 炭化物を微量に含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 褐色土を含む (Ⅳ 層 ) 2 ЮYR6/3 にがい貨橙迄 粘  土

SD2034(西側) V― V′ 3 10YR6/4 にぶい責橙仁 粘  土 黒褐色粘土を少量含む

1 10YR5/1 褐灰色 シ,レ ト 白色粘土 黒色土を含む SD2013 b― b′

SD2034(東側) W― W′ 10YR5/2 灰黄褐色 ンル ト

ユ 10YR5/1 禍灰色 ル ト 白色粘土 黒色土を含む ЮYR5/2 灰責褐色 粘  土 マ ンガン粒、火山灰を微見に含む

X― X′ ЮYR4/1 黒灰色 粘  土 火山灰を縞状に多遺に含む

SD2002

ユ 10YR5/2 灰黄褐色 シルト SD2003と の切 り合いなし 3 ЮYR6/3 にぶい黄橙荏 粘  土 掲灰色粘土を含む

10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 マンガン粒、火山灰を微量に含む

10YR7/1 灰 白色 火山灰 SD2012a 1 10YR5/1 褐灰色 粘  土 マ ンガン、炭化物 を含む

3 10YR6/3 にぶい黄橙[ 粘  土 褐灰色粘上を含む SD2012b 1 ЮY馳泡 灰黄褐色 粘  土

1 ЮYR5/2 灰黄褐色 シ,レ ト SD2036

2 10YR6/1 褐灰色 火山灰 1 ЮY馳/1 褐灰色 粘  土

1 10YRν 2 灰黄褐色 ル ト 2 10YR3/1 黒褐色 粘  土 淡黄色粘上をブロック状に含む

10YR4/2 灰黄褐色 ル ト質粘土 褐色土を含む (Ⅳ 層 )

第15図 第138次調査区溝跡断面図 (1/60)



SD2034溝跡 上幅35～ 40cm、 底面幅18～ 28cm、 断面形は逆台形の溝跡である。壁は緩やかに立ち上が り、底

面はやや凹凸がある。方向はE-2° 一Nで、検出した総長は51mである。

遺物は出土していない。

SA1910材 木列、SD1952を切る。

SD2036溝 跡 上幅16～ 40cm、 底面幅 8～ 14cm、 深さ18cm程 で、断面形はU字形である。壁は南壁は直立気味に、

北壁は緩やかに立ち上が り、底面はほぼ平坦である。方向はE-4° 一Sで、検出した総長は1.lmで ある。堆積土

は 2層である。

遺物は、両面黒色処理の土師器片、須恵器奏片が各 1点、他に礫が少量出土している。

SD2008溝跡に切られている。

SD2000溝跡 調査区を東西に横断する溝跡である。上幅300～340cm、 底面幅160～ 170cm、 深さ120cm程、断面

形は逆台形の溝跡であり、おおむね平坦である。第65次調査で発見されたSD984溝跡や第124次調査で発見された

SD1860溝 跡と連続する可能性のある遺構である。方四町Ⅱ期官衛外郭大溝と心々で48～ 50m離 れて平行している

(註 1)。 方向はE-0° 一S(真東西)で、検出した総長は29.8mで ある。

遺物は第1層 より底部に回転糸切 り痕跡が観察される土師器郭、鉱津、鉄片、第3層 より凸面調整が擦 り消された

F-95九瓦 (第 17図 6)、 焼け面のある礫石器、第4層上面より内面が黒色処理され体部中央部に段を持つ土師器

C-897郭 (第 17図 1)、 第4層 中より内面がハケメ調整された長胴型の土師器C-900甕 (第 17図 4)、 底部に手持

ちヘラケズリされた須恵器E-454郭 (第 17図 3)、 第 6層 より縄文土器A-4鉢 (第 17図 2)、 直径0.3cm程 の子しの

あるK-250有孔石製品 (第17図 5)、 カエリの有る須恵器蓋などが出上した。その他堆積土中より須恵器、土師器

小片が多量に出上している。

SA1855。 1910材木列、SD1952。 1995溝跡を切る。

NI
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遺構名 層位 土   色 土 性 備   考 置構名 屑位 土   色 土  性 備   考

SDttЭ 00

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘  土

SD2000

25Y7/2 灰黄褐色 粘  土

灰賞褐色、黒糊色粘とが制かく混合している
2 10YR6/2 灰黄褐色 火山灰 1灰 色火山灰 J 10YR3/1 黒褐色 粘  土

10YR5/1 褐灰色 粘  土 細か くマ ンガン粒を含む 10YR6/2 灰黄褐色 粘  土
灰黄褐色、黒褐色粘上 とにぶい黄

橙色 シル トの混合層
10Y酸/4 褐色 粘土質シル ト (第 4図参Лξ) 10YR3/1 黒褐色 粘  土

3c 10YR3/2 黒褐色 粘  土 掲色粘上を小ブロックで含む 10YR7/4 にぶい黄橙色 シルト

ЮYMノ 1 褐灰色 粘  土 5Y3/1 オリーブ黒 粘  土

10YR3/1 黒褐色 粘  土 10YR3/ユ  黒褐色 粘  土 黒褐色粘土とにぶい黄橙色シル ト
のrFL合 層10YR4/2 灰黄褐色 砂質粘土 褐色上を全体に細か く含む 10YR6/4 にぶい黄栓色

ЮYR3/2 黒褐色 ンル ト質粘土 明黄褐色粘i(Ⅳ 層)を 小ブロックで含む 10YR4/6 褐色 粘土質 シル ト

5Y4/1 灰 色 粘  土 明jr協色粘上を小プロックで合む,酸化鉄が顕著である 10YR4/1 褐灰色 粘  土 灰黄褐色粘土が まじる

10YR4/1 褐灰色 粘  土 6b 25Y5/1 昔灰色 Itr 土 単褐色粘上、灰色粘土を合む(グ ライ化)

ЮYR3/1 黒褐色 枯 土

10YR5/1 褐灰色 粘  土 3a層 に炭粒、焼土を微量に含む

4c ЮYR7/6 明黄褐色 粘  土 Ⅳ層 と黒褐色粘土 (第 4図参照 )

ЮYR4/2 灰黄褐色 枯  土 (第 4図参照 )

25Y4/1 黄灰色 粘  土

5Y5/1 灰 色 粘  土

10YR4/2 灰養IF色 粘  上 明責褐色粘土(V橿 )を含む(第 4図参照)

界16図  SD2000溝跡断面図 (1/60)
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第17図  SD2000溝 跡出土遺物

SD2013溝跡 上幅90～300cm、 底面幅40～ 160cm、 断面形は逆台形の溝跡である。壁は緩やかに立ち上がり、

底面は西側は平坦であるが、東側は土坑状に落ち込みがある。方向はE-9° 一Nである。検出した総長は80mで

ある。

遺物は、鉄製品N-111鋤先 (写真38)、 関東系土師器郭、その他土師器、須恵器片が少量出土した。

SB2015掘立柱建物跡、SA1910材 木列、SD1952溝跡を切る。

Ⅷ

版

号

図

番

録

号

登

番 種  別 器形
出 土 地 点

法  量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 備  考
真

版

写

図出土遺構 層位

よ C897 土師器 邸 SD2000 1 器高36 回径149 底径134 日縁部ヨヨナデ、体部ヘ ラケズリ 口縁都・体部ヘラミガキ 内面黒色処理

2 縄文器 鉢 SD2000東端部 底面 残存高30 底径94 体部 ミガキ、底部ヘラケズリ 体部 底部ナデ

3 E454 須恵器 イ SD2000 4 器高52 日径156 底径60 日縁部 体部ロクロナデ、底部手持ちヘラケズリ 口縁部 体部ロクロナデ

4 上師器 整 SD2000 4 器高176 口径 178 日縁部ヨコナデ、体部ハケメ 日縁郡ハケメ、体部ヘラナデ

5 【25( 石製品 有Tし石製品 SD2000 6 長さ42横 幅28厚 さ09 穴に回転ケズリ痕有

6 F95 瓦 軒丸瓦 SD2000 凸面す り消 し、凹面糸切 りのち布 目痕、ケズリ
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SD2041溝跡 上幅350～ 370cm、 底面幅150～ 170cm、 断面形は船底形の溝跡である。壁は緩やかに立ち上が り、

底面は平坦であるが西壁ぎわに土坑状の落ち込みがある。方向はE-1° 一Sで、検出した総長は4.3mである。

遺物は出土していない①

SB2015掘立柱建物跡 。SK2039土坑を切る。

SD2044溝跡 東西に延びる溝跡であり、上幅35～ 70cm、 方向はE-14° 一Sであるが東端では弧状となる。検

出した総長は8.Omである。遺構は検出に留めている。

遺物は出土していない。

SA1910材 木列に切られる。

S12038竪 穴遺構 東西26m、 南北2.4mで、東辺での方向はN-19° ―Eである。深さ 5 cmで貼床状の粘上が検出

されているが、北辺上の40cm程の突出は加熱を受けた痕跡がなく、カマ ドとは認められない。遺構の一部を調査す

るに留めている。

SD1995溝跡を切っている。遺構の一部が撹乱により削平されている。

SK2011土坑 調査区の南壁ぎわで検出し東西37m、 南北2.2m以上の土坑で、深さは16～35cmである。壁は緩や

かに立ち上が り、底面はほぼ平坦であるが、北側の一部に溝状に落ち込む箇所 (i― i′ )がある。堆積土は 3層

である。

遺物は、ロクロ使用の上師器片、須恵器片が多量に出土している。

SK2028土坑、小柱穴を切っている。

SK2014土坑 長軸3.lm、 短軸14～ 1.7mの 土坑で、深さは 7～30cmである。壁は緩やかに立ち上が り、底面は

北側が窪んで深 くなっている。堆積土は 2層である。

遺物は、土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SD1951・ 1955溝跡を切っている。

SK2016土 坑 長軸2.34m、 短軸14mの長方形の土坑で、深さは30～ 40cmである。壁は東壁のみ緩やかに立ち上

がりその他の壁は直立気味となる。底面はやや凹凸がある。堆積土は 4層 である。

遺物は、土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SK2017土坑 長軸1.3m、 短軸1.2mの土坑で、深さは 9～ 14cmで ある。壁はきわめて緩やかに立ち上が り、底

面は凹凸がある。堆積土は 1層である。

遺物は出土していない。

SD1995溝跡を切っている。

SK2021土坑 長軸1.95m、 短軸1.55mの土坑で、深さは 7～ 10cmである。壁はきわめて緩やかに立ち上が り、

底面はやや凹凸がある。堆積土は 1層である。

遺物は、土師器小片が 2点、須恵器小片が 6点出土している。

SX2022 長軸3.3m、 短軸0.95～ 1lmの長方形で、深さは45～ 50側である。壁は緩やかに立ち上が り、底面はほ

ぼ平坦である。堆積土は 3層である。堆積土中に炭化物を多量に含む箇所がある。

遺物は、土師器、須恵器片が出土している。

SK2024土坑に切られている。

SK2023土坑 東西 2～ 2.2m、 南北1.1～ 1.7mの土坑で、深さは15～ 26cmで ある。壁は直立気味に立ち上が り、

底面はピット状の凹凸がある。堆積土は 2層である。

遺物は、土師器、カエリのない蓋や糸切 り痕のある必底部片を含む須恵器片が出土している。

SK2024土坑 東西0,7m、 南北1.2mの 土坑で、深さは25～35cmで ある。壁は緩やかに立ち上がり、底面は凹凸が
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遣構名 層位 土   色 土  性 備   考

SK2014  G一 G
1 10YR5/1 褐灰色 シル ト質粘土 炭化物、火山灰 を帯状に含む

2 10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土

SK2016  ■―H'

10YR4/1 褐灰色 粘  土 褐色粘土をブロック状に含む

10YR3/1 黒褐色 粘  土

10YR7/3 にぶい黄橙色 粘  土

10YR8/3 浅黄橙色 粘  土

SK2017

10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 白色粘土をブロック状に少量含む

SK2021

10YR4/ユ  褐灰色 粘上質シル ト

SK20H
10YR4/1 掲灰色 粘  土 焼上、炭化物 を含む

10YR4/1 褐灰色 粘  土 黄褐色粘土をブロック状に合む。 I層 よりやや暗ヤ

10YR4/2 灰黄掲色 粘  土 炭化物 を少量含む

hi

SX2022

10YR5/1 褐灰色 ルト質粘土

10YR4/1 褐灰色 シル ト質粘土 炭化物 を下面に帯状に含む

10YR4/2 灰黄褐色 粘  土

10YR8/4 黄橙色 粘  土 褐灰色粘上をプロック状に含む

10YR4/ユ  褐灰色 粘  土 炭化物、マ ンガンを少量含む

10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土 褐灰色粘土を少量含む

10YR4/ユ  褐灰色 粘  土 炭化物、マ ンガンを多量に含む

10YR7/3 にぶい責橙色 粘  土 褐灰色粘土を多量に含む

SK2024

l 10YR5/1 褐灰色 粘土質シル ト 炭化物、焼上を少量含む

10YR4/1 褐灰色 粘  土 炭化物、焼土を上面に帯状に含む

10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シル ト

10YR3/1 黒褐色 粘  土

3 10YR5/1 褐灰色 枯 土 灰を少量含む

SK2023

10YR4/1 褐灰色 粘  土 炭化物、黄掲色粘土を少呈含む

10YR4/1 褐灰色 粘 土 炭化物 を少量含む

2 10YR2/1 黒 色 粘  土 黄褐色粘土をブロック状に含む

SK2029 ド

I 10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土 靡上を少量含む

2 10YR4/ユ  褐灰色 粘  土 炭化物、焼土を少量含む

3 10YR3/1 黒褐色 粘  土 焼土を少量含む

10YR7/3 にぶい責橙色 粘  土

10YR3/2 黒褐色 粘  土 炭化物を少量含む

ЮYR3/2 黒褐色 粘 土 黄橙色粘土をブロック状に含む

SK2032 J

1 ЮYR4/1 褐灰色 シル ト質粘土 炭化物を少量含む

ЮYR4/1 褐灰色 粘  土 炭化物、明黄褐色粘上を少量含む

第19図 第138次調査区土坑他断面図 (1/60)



ある。堆積土は 3層で、焼土、炭化物を含んでいる。

遺物は、長さ13cm Kの釘状の鉄製品N― m2(写真40)、 底部が回転ヘラ切 りのイ片を含む須恵器片、土師器小

片が出土している。

SX2022を切っている。

SK2023土坑 調査区の南壁 ぎわで検出し東西0.84～ 116m、 南北1.7m以上の土坑で、深さは10～ 50cmで ある。

壁は直立気味に立ち上がる。底面は北側では浅く平坦となり、南側のみ深 くなっている。堆積土は 1層である。

遺物は、須恵器E-462高郭の脚部片 (写真51)、 その他土師器、須恵器片が少量出土している。

SK2011土坑に切られている。

SK2029土 坑 調査区南端の拡張部で検出し長軸1.Om、 短軸0.62mの土坑で、深さは22～ 26cmである。壁は緩や

かに立ち上がり、底面は著しく凹凸がある。堆積土は 5層で、焼土を含む層がある。

遺物は、土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SK2032土坑 調査区の東壁ぎわで検出し東西1.lm、 南北1.3mの 土坑で、深さは20cm程である。壁は緩やかに立

ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層である。

遺物は、体部下端から底部にかけて手持ちヘラケズリされた平底の須恵器E-457郭 (第25図 6)、 その他土師器、

須恵器片が出土している。

SD2012溝跡に切られている。

SK2033土坑 調査区の東壁ぎわで検出し東西0,7～ 1,lm、 南北25mの土坑で、深さは16cm程である。壁は緩や

かに立ち上がり、底面はほぼ平坦であるが、底面の一部に樹根により撹乱を受けた箇所がある。堆積土は 1層であ

る。

遺物は、ロクロ使用の土師器奏片、その他土師器、須恵器片が出土している。

SD2012溝跡に切られている。

SK2039土坑 調査区南端拡張部壁ぎわで一部を検出した。東西0.4m以上、南北 lm以上の土坑であるが、詳細

は不明である。

遺物は出土していない。

SD2041溝跡に切られる。

SX2042 長軸6.3m、 短軸2.1～ 3mの不整形である。白色のシル ト質粘土が堆積し、その下部に酸化鉄が集積し

ている。遺構の検出のみにとどめている。

SK2043土坑 調査区の東壁ぎわで検出し長軸09m、 短軸05～ 0.6mの土坑である。壁が加熱を受けて、焼土化

している。遺構の検出のみにとどめている。

SD2012溝跡に切られている。

SA2020柱列 調査区南端拡張部分で一部を検出した遺構である。方向は南北列 (柱穴掘 り方西辺)で N一 〇
°―

Eである。柱穴は一部のみの検出であるが、一辺60～85cm以 上の隅丸方形と推定される。遺構は検出に留めている。

遺物は出土していない。

SB1990門跡 SA1855材 木列跡の北端部で材木列の掘 り方が拡がって検出された。拡がっ

た部分は25× 50cmの 隅丸方形を呈し、抜き取 り穴を伴っている。南側での底面には、直径20

cm程の柱痕跡が検出された。北側の抜き取 り穴底面での柱痕跡の推定位置からの柱間寸法は

220cm(推定)であり、通り間となっていると考えられる。

SD司 995溝跡 上幅110～ 350cm、 底面幅100cm程、深さ15cm程、断面形は逆台形の溝跡で
/像

p

第20図  SB1990模式図

ある。壁はやや直立気味に立ち上がり、底面は平坦である。方向はN-36° 一Eで、検出し
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0                 4m

遺構名 層位 土   色 土  性 備  考 遺構名 層位 土   色 土 性 備  考

SD1995 SA1855

1 10YR4/71 褐灰色 ンルト質粘土 抜 き取 り穴 1 10YR3/2 黒褐色 粘  土 i橙色粘土をブロック状に含む

2 10YR″ 4 にぶい黄褐色 粘  土 柱痕跡 2 10YR3/2 黒褐色 粘  土 貢橙色粘土をブロック状に含む

SA1910 掘 り方盛土 3 10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土 黒褐色粘上をブロック状に含む

抜 き取 り穴 1 10YR4/1 褐灰色 粘  土 SA2005

柱痕跡 2 ЮYR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 抜 き取 り穴 1 10YR7/4 1こ ぶい黄橙色 粘 土 黒褐色粘土を帯状に含む

掘 り方埋土
3 10YR7れ にぶい黄橙色 粘  土 掘 り方埋土 2 10YRν 6 明首褐色 帖  土

粘  土

弟21図  SD1995。 SA1910。 SA1855。 SA2005断面図 (1/100)

た総長は57.5mである。南に隣接する第135次調査では、溝跡が延長する部分でSD1957→ SD1958へ の変遷が確認さ

れている。本調査区では遺構を確認したに留めたため二条の溝跡の重複については詳細を明らかにできなかった。

遺物は出土していない。

SD1951を 切 り、SB2010。 2015掘立柱建物跡、SD2000。 2008・ 2009溝跡、S12038竪穴遺構、SK2014・ 2017土坑

に切 られる。

SA1855材木列 南北に廷びる材木列であり、南に隣接する第135次調査で検出したSA1855材木列跡の延長部分

と考えられる。上幅40～300cmで、抜 き取 り溝底面で、掘 り方とそのほぼ中央部に直径15～20cmの柱痕跡を検出

した。上幅の拡がっている箇所は抜き取 り溝の残存と推定される。方向はN-34° 一Eで、検出した総長は約53m

である。

遺物は出土していない。

SD2000溝跡に切 られる。

SA1910材 木列 南北に延びる材木列であり、南に隣接する第135次調査で検出したSA1910材木列の延長部分と

考えられる。調査区北端ではやや屈曲気味となる。方向は南半部ではN-33° 一Eである。上幅50～ 435cmで、抜

き取 り溝底面で、掘 り方とそのほぼ中央部に直径20～35cmの柱痕跡を検出した。北端部でSA2001材木列T字に接

続している。南に隣接する第135次調査では材木列に先行する溝跡が確認されているが、本調査区も掘 り方上面で

は柱痕跡が検出されず、布掘 りの幅も一定していないため抜き取 り溝が伴っていると考えられる。検出した総長は

80mである。

遺物は抜き取 り溝より、凸面に突帯剥離痕跡が有 り、箆状の刺突痕跡があるE-470不明品 (写真32)、 横ナデが

施された小型の土師器C-898奏 (第25図 3)が出土している。

SD1952・ 2037・ 2044溝跡を切 り、SB2015掘立柱建物跡、SD2000・ 2002・ 2003・ 2004・ 2013・ 2034溝跡に切られ

る。

SA2001材木列 東西に延びる材木列であり、上幅22～70cmで、抜き取 り溝底面で、そのほぼ中央部に直径15～

20cmの柱痕跡を検出した。方向はE-42° 一Sで、検出した総長は3.7mである。SA1910に 接続している。

遺物は出土していない。

SD2037を切る。
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遺構名 目位 土   色 土  性 備   考 層位 土  色 土  性 備   考

SA2001
1 10YR6/4 にぶい黄程 粘 上 SB1990 北、南

2 [OYR6/1 褐灰色 粘  土 酸化鉄を含む 10YR4/2 灰苦F3色 粘 土 黄袴色粘土をブロック状に含む

SD2037

la 10YR7/3 にがい黄橙t 粘土質シル ト 酸化鉄をプロック状に含む

ЮYR8/3 浅黄橙色 粘  土

1℃ ЮYR5/1 褐灰色 帖  土 にぶい責澄色粘土をブロック状に含む

2 10YR4/1 1B灰 色 粘  土 1題 よりHき い

10YR8/2 灰白色 粘  土 酸化鉄を多量に含む

10YR8/2 灰自色 粘  土

4 ЮYR7/2 にぶい責橙紀 粘  土 酸化鉄を少量含む

第23図  SA2001・ SD2037・ SB1990断 面図 (1/60)

SA2005材木列 南北に延びる材木列である。上幅12～90cmで、抜き取 り溝底面で、材木列の掘 り方とそのほぼ

中央部に直径15～25cmの柱痕跡を検出した。方向はN-34° 一Eで、検出した総長は約31mである。

遺物は出土していない。

SD2037溝跡 上幅350cm以 上、底面幅90cm以上、深さ60cm程で、断面形は逆台形の溝跡であると推定される。

壁は傾斜をもって直線的に立ち上がり、底面は平坦である。方向はE-30° 一S(N-35° 一E)で、検出した総長

は8mである。堆積土は 4層 である。

遺物は、出土していない。

SA2001材 木列に切られている。

その他第 I層 より内面が黒色処理され日縁端部に膨らみをもつ土師器C-894イ (第25図 2)、 日縁部から体部に

かけての屈曲が明瞭な関東系土師器C-896郭 (第25図 1)、 転用硯の可能性が有 り、底部が回転ヘラケズリされた

須恵器E-455高台付杯 (第25図 4)、 中央部に孔が有 り円形なN-102不 明品、古銭N-101開元通宝 (第25図 8)、

金属製品N-103煙 管頭部 (写真60)、 素焼きの土製品P-55人形の頭部 (写真66)、 第Ⅱ層より壼状の底部に脚を

持つ須恵器E-463台付壷 (写真55)、 第Ⅲ層よリハケメ調整が施され体部が顕者に膨 らむ土師器 C-902甕 (写真

62)、 底部が手持ちヘラケズリ調整された須恵器E-457杯 (第25図 6)、 遺構検出面から底部が回転ヘラケズリさ

れた須恵器E-459郭 (第25図 5)、 脚部に透かし孔を持たない須恵器E-464高郭脚部片 (写真63)、 攪乱より斜格

子叩き痕の有るG-110平瓦 (第25図 7)が出土している。

3。 まとめ

今回の調査では方四町Ⅱ期官衛周辺の様相究明を目的として南方官衛西地区の調査を行った。調査開始前に想定

していたように外郭の大溝に平行する溝跡 (SD2000)、 大型の建物跡 (SB2010・ 2015)、  I期官衛東辺材木列

(SA1855。 1990)を 発見できた。主な遺構の重複関係を整理すれば次のとおりである。なお並列関係は、必ずしも

同時性を示すものではない。
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写

図出土遺構 層位

1 D‐ 77 土師器 郷 SD2009 器高50 口径133 底径67
口縁部ロクロナデ

体部 底部回転ヘラナデ
日縁部 体都 ミガキ 内面黒色処理

2 E,450 須恵器 郷 SD2019 器高39 口径134 底径70
口縁部 体部ロクロナデ

底部回転糸切 り
日縁部 体部ロクロナデ

3 Cお95 土師器 一霊 SD2009 残存高82 日径139
口縁部 ヨコナデ

体部手持ちヘラケズリ

日縁部 ヨヨナデ、

指頭圧痕、体部 ミガキ

4 ♭46C 須恵器 蓋 SD2009 器高 (31) 器径 (166) ロクロナデ 回転ヘラケズリ ロクロナデ

5 Cつ0よ 土師器 鉢 SD21X19 器高137 口径247 底径54
口縁部 ヨコナデのちヘ ラナデ

終部・底部手持ちヘラケズリ
ヘラナデー ミガキ 内面黒色処理 49

6 K2寝 石製品 砥 石 SD2008 長さ97 幅29 最大厚21

7 K25ワ 石製品 凹石 SD2008 長さ88 幅65 最大厚46 44

8 F94 瓦 軒丸瓦 SD2012 底 面 単弁蓮華文 箔ズレあ り

第24図 第138次調査区出土遺物(1)
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番号

録

号

登

番 種 別 器形
出土地肯

法  量 (cm) 外面調整 内面調整 備 考
真

版

写

図出土遺構 層位

1 土師器 FtI C区 I層 器高36 日径93 底径92 回縁都 ヨヨナデ、体部・底都ヘラケズリ 日縁部 体部ナデ

2 ,‐ 894 土師器 野 表土 器高42 回径145 底径ユ19 口縁部 ヨコナデ、体部 底部ヘラケズリ 口縁都・体都ヘラミガキ 内面黒色処理

3 }898 土師器 箋 SA1910 残存高59 日径 162 ヨコナデ ヨコナデ→ヘラナデ

E>455 須恵器 高台付杯 表土 残存高16 底径 102 ロクロナデ、底部回転ヘラケズリ ロクロナデ
5 E>459 須恵器 イ 遺構検出面 残存高17 底径74 ロクロナデ、底部回転ヘラキリ ロクロナデ

6 E457 須恵器 「 T SK2032 Ⅲ 残存高21 底径69 体部ロクロナデ、底部手持ちヘラケズリ ロクロナデ

7 瓦 平瓦 カクラン 凸面斜格子叩き、ケズリ 凹面布 目痕、ケズリ

単10 金属製品 開元通宝 D区 I

第25図 第138次調査区出土遺物(2)
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Ⅱ期官行の調査としては、方四町Ⅱ期官行の南外側にある南方官衛西地区内での調査にあたる。

SB2010掘立柱建物跡は桁行21m、 梁行10.8mの 東西に廂を有し、さらに関仕切 りのある建物跡である。このよう

な構造の建物は本遺跡内では第107次調査のSB1560掘立柱建物跡と同様な構造 (註 1)である。床面積 (註 2)は

226.8ど で、柱間の寸法からは桁行、梁行ともに 7尺 を基準に建築されたものと推定される。SB20101よ仮想中軸線

の東側に立地することから東に面して配置されていることが考えられる。

SD2012a・ b



SB2015掘 立柱建物跡は桁行19.6m、 梁行8.8mの三面に廂を有 し、さらにその外側に小柱穴列を伴う建物跡であ

る①このような構造の建物は本遺跡内ではこれまでの調査では発見されていない。床面積は172.48だ で、柱間寸法

から桁行10尺、梁行 7尺を基準に建築されたものと推定される。東側のみには廂を持っていないことから、東を背

にし、西側を正面として配置されていると考えられる。

SB2010掘立柱建物跡とSB2015掘立柱建物跡は隣接地点での建替えも考えられるが、近接 していることから同時

存在することは考えにくい。機能的観点からもSB2010掘 立柱建物跡は二面廂付建物であるのに射して、SB2015掘

立柱建物跡は三面廂付建物であ り、両者の機能が同様のものであったとは考えにくい。さらに建物の方向は

SB2010掘立柱建物跡がN-3° ―W、 SB2015掘立柱建物跡はN-1° 一Wであり、官衛中枢部では真北基準の建

物から基準が西へやや傾 く建物への変遷 (Ⅱ 一A期→Ⅱ―B期)することが確認されている (註 4)。 したがって

SB2010掘立柱建物跡とSB2015掘立柱建物跡は、SB2015→SB2010への変遷が推察できる。しかし両建物の方向のず

れは微妙であることから時期変遷については断定しがたいであろう。なお、掘立柱建物跡の柱根の樹種同定によっ

て、SB2010。 2015掘 立柱建物跡ともにクリ材であることが判明した (註 5)。

またこれらの建物跡の北には東西に延びるSD2000溝跡があり、Ⅱ期官衛の外郭大溝から48～49m離れ併行して

いる (註 6)。 これまで方四町Ⅱ期官衛の周辺からは外郭大溝と併行する溝跡 (註 7)が発見されているが、今回

の調査により、官行の西や南の外側では規格的に設けられた区画溝であった可能性が高 く、外郭の外に位置する

「外溝」であったと考えられる。しかし北および東側についてはこれまで調査が行われていないことから、全体を

大溝とともに二重に区画するかどうかについては今後官行外周辺域の調査により検討していきたい。

今回調査 した南方官衛地区は、SD2000溝 跡を境にその南には廂付建物や規模の大きな建物が配置されているこ

とが明らかになった。これは方四町Ⅱ期官衡のみならずその外側にも重要な官衛ブロックが広がっていたことを示

しており、 7世紀末～ 8世紀初めの地方官行のあり方を考える上で重要な発見となった。また、この溝隊と外郭大

溝との間にはⅡ期官行に伴うと考えられる遺構が発見されなかったことから、Ⅱ期官行の外側はさらに溝で区画さ

れ、その間は幅50m程の空閑地になっていたと考えられる。Ⅱ期官衡のタト側に広がる空閑地は、藤原宮周辺のあり

方にも類似した点であり、造営年代や官衛構造を検討する上で新たな視点を得たものと考えたい。

I期官行については I期官衛東辺となる二時期の材木列の発見が想定されていたが、今回新たにSA2005材木列

を発見したことによって南北に延びる材木列は3列 となった。それぞれの材木列及びSD1995溝 跡との距離関係は左

SD2005

SA1 855

SA1910
(SD1915)

図のとお りである。昨年度に行った第

135次調査では、SA1910材 木列に先行す

るSD1915溝跡が確認されている (註 8)

が、今回の調査では材木列 と重複する

Ⅱ期官衛の重要な建物跡が発見された

ため、それらの遺構 との関連から、 I

期官衛の溝跡 と材木列の調査は極一部

のみ行った。なお I期官衛南辺での調

査 (註 9)に よりSA1910→SA1855の 変

遷することが確認されている。今回の

SA2005材 木列、SD1995溝 跡 さらに

SD1915溝跡をもふ くめた変遷は、遺構

相互の距離からだけでは明らかにでき

ない。今後はこれらの遺構 を踏まえてSD1995
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I期官衛東辺、さらには I期官衛全体の様相を検討 していく必要がある。

また遺物ではSA1910材 木列の抜 き取 り溝より凸面に突帯剥離痕跡が有 り、箆状の刺突痕跡のあるE-470不明品

(写真32)が出土 している。外面調整はヘラナデ、内面調整はヘラナデ、ヘラケズリ調整されているが整形上の粗

さが目立つ。焼成や胎土からは道具瓦に属するものであるのか、須恵器であるのか分類が困難である。このような

特徴を持つ遺物はこれまで本遺跡で出土 した遺物の中でも極めて特異であ り、他の遺跡か らも類例は見出し難い。

色調 もこれまで本遺跡から出土 している鴎尾 と比較 して同一のものではない。鴫尾 としてはその大 きさから大棟に

取 り付 くものとしては小 さく、法隆寺所蔵の玉虫厨子のような古代の建物を縮小化 したものに取 り付 く鴫尾 として

は大 きすぎる。また形態からも突帯の上から穿子しを有 しているが、鴎尾に子しは不必要であ り、難波官跡などで出土

している「拒鵠を有する鴫尾」 と比較 しても穿孔部は頂部につ くことが多 く、側面に穿孔を持つ E-470不 明品と

は違いが見 られる。さらに製作技法からも粘土紐を積み上げた時の擬口縁が観察できないことから大 きさ・形態 。

製作技法いずれからも鴫尾 とは考えにくいであろう (註 10)。 須恵器 として見るならば形態の類似 したものが大阪

市細工谷遺跡出土遺物の中にある。用途不明の大型須恵器で高さ55,2cm、 底部の径51.5c皿で我頭円錐型の遺物で一

方へ傾いたような形状に復元されている。体部半ば下寄 りに把手をもち、底部外面に低い突帯が付 く。製作技法や

体部の厚さなど類似 しているが、E-470不明品は全体像が伺えないためそれとも断定はできないであろう (註 11)。

今後類例の蓄積を待って検討 していきたい。

註1 仙台市文化財調査報告書第210集  「郡山遺跡XⅥ  一平成7年度発掘調査概報―」1996

註2 ここでいう床面積は建物跡の桁行長と梁行長から算出された数値であり、建物の平面規模を表すために用いた用語であり、実際

の復元構造を指すものではない。

註3 仙台市文化財調査報告書第145集  「郡山遺跡 ―第84次・85次発掘調査報告書―J1990

註4 仙台市文化財調査報告書第210集  「郡山遺跡XⅥ  ―平成7年度発掘調査概報―」1996

註5 奈良文化財研究所 光谷拓実氏の御教示による。

註6 Ⅱ期官衡外郭大溝とSD2000外 溝の関係については、「Ⅶ 総括Jで若千の検討を加えた。

註7 郡山遺跡第65次調査SD984

仙台市文化財調査報告書第156集  「郡山遺跡 一第65次発掘調査報告書―」1992

第124次調査SD1860

仙台市文化財調査報告書第251集  「郡山遺跡 ―第124次発掘調査報告書―」2001

第125次調査SD1826

仙台市文化財調査報告書第244集  「郡山遺跡XX ―平成■年度発掘調査概報―」2000

「郡山遺跡地区」第28回古代城柵官衛遺跡検討会資料集 2002

「郡山遺跡J第 27回古代城柵官衛遺跡検討会資料集 2002

註8 仙台市文化財調査報告書第250集  「郡山遺跡21 -郡山遺跡・仙台平野の遺跡群 平成12年度発掘調査概報―」2001

註9 仙台市文化財調査報告書第169集  「郡山遺跡XШ  ―平成4年度発掘調査概報―J1993

註10 近畿大学文芸学部教授 大脇潔氏の御教示による。

註11 大阪歴史博物館 佐藤隆氏、大阪市文化財協会 積山洋氏、宮本佐知子氏、李陽浩氏の御教示による。

財団法人大阪市文化財協会 「大阪市天王寺区細工谷遺跡発掘調査報告 I」 1999
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Ⅳ 第140次発掘調査

1.調査経過

第140次調査は、岩手県盛岡市青山 4丁 目1-1-203加藤雅祉氏より、仙台市太白区郡山 3丁 目202-1におい

て住宅新築に伴う発掘届が、平成13年 6月 11日 付けで提出されたことにより実施した。住宅の基礎が遺構の検出面

より深 く、遺構を損なうため発掘調査を行った。調査は住宅の建つ部分を封象に東西10m、 南北 3mの調査区を設

定し、平成13年 7月 4日 より表土排除を行った。現況より深さ0.7m程で遺構を検出し、柱穴や溝跡などを検出し

た。遺構が南に延びているため、調査区の一部を南に拡張し、調査区は東西10m、 南北 4m程 となった。埋め戻し、

整地作業を含め、調査が終了したのは平成13年 7月 31日 である。

2.発見遺構 ・出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、柱列 2列、竪穴遺構 1基、溝跡 2条、土坑 1基、ピットなどである。これらの

遺構は基本層位第Ⅱ層上面で検出されている。

SA1945柱列 調査区の東端で、N-1° 一E方向に延びる柱列を検出した。検出した総長は3.8mで、さらに南

北方向に延びている。柱穴は100～ 120× 140cm程 の方形で、柱痕跡は35cm程である。柱間寸法は150。 210cmで ある。

柱穴の柱は全て切 り取 り痕跡がある。N2柱穴のみ 2時期の重複が確認された。柱穴の埋土は、浅黄橙色や明黄褐

色の粘土などである。

遺物は、N-2柱 穴掘 り方より内面黒色処理され、体部外面がヘラケズリされた椀形の土師器C-903(第 29図

1)が出土し、その他の柱穴掘 り方、切 り取 り穴より上師器、須恵器の小片が少量出土している。

SD1999溝跡に切られている。

. ' |  ′

町 Ⅱ期官衛
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第27図 第140次調査区位置図
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置構名 層位 土   色 土 性 備   考

西壁 北壁

基本層位

と 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 表土、ゴミ、砂利あ り

10YR4れ  褐色 粘土質 シル ト 黄褐色粘土をまだらに含む

25Y7/4 浅黄色 粘  土 褐色粘土質シル トを少豊含む

ll c 25Y7/4 浅黄色 粘  土

10YR7/6 明黄褐色 シルト 砂質土を含む

SA1945N3

堀 り方

l 10YR4/4 褐色 粘土質ンル ト

10YR4/4 褐色 粘  土 浅黄橙色粘土をブロック状に含む

10YR4/4 褐色 粘  土 浅黄橙色粘上を多量に含む

3 10YR4/3 にぶい黄橙色 枯  土 浅黄橙色粘上を多量に含む

10YR7/4 にぶい黄種色 粘土質シル ト

5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色粘上をブロック状に含む

10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土

10YR4/2 灰黄掲色 粘  土

10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土

SA1945N2

a抜 き取 り 10YR4/2 灰黄褐色 lBr 土 黄橙色粘土を斑状に含む

a堀 り方
1 10YR8れ  浅黄橙色 粘  土 黄灰色粘土を帯状に含む (柱 /R跡 )

25Y4/1 黄灰色 粘  上 掘 り方埋土

b抜 き取 り
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 抜 き取 り痕跡

2 10YR7/6 明黄褐色 粘  土 抜 き来 り痕跡

b堀 り方

I 10YR8/6 黄橙色 粘  土 褐灰色粘土を少量含む

2 10YR8/3 浅黄橙色 粘  土 褐灰色粘土をブロック状に含む

3 75Y6/1 灰色 粘  土 褐灰色粘土を少量含む

SA1945Nl

la ЮYR6/2 灰黄掲色 粘  土 柱痕跡

[OYR5/1 褐灰色 粘  土 柱痕跡

lc 25Y8/2灰白色 粘  土 雑痕隊、下面にマ ンガン集積

ЮYR5/3 にぶい黄褐色 粘土質 ンル ト 抜 き取 り痕跡

10YR7/6 明黄褐色 粘  土 抜 き取 り痕跡

3 10YR8/6 黄橙色 粘  土 暗掲色粘上を帯状に合む (堀 り方 )

第28図第140次調査区平・断面図 (1/100)
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真

版

写

図出上遺構 lEl位

土師器 ITN
SA1945
Nl

残存高 (64)
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日縁部 ヨコナデ

体部ヘ ラケズリー部 ミガキ

口縁部

体部 ミガキ

内面黒色

処理
68

第29図 第140次調査区出土遺物

SA1960柱列 調査区の東端で、E-1° ―S方向に延びる柱列を検出した。検出した総長は3.5mで、さらに南

と東の方向に廷びていると推定される。柱穴は70～ 115× 120cm程 の不整形で、柱痕跡は18～ 20clllで ある。柱間寸法

は180cmで ある。柱穴掘 り方の底面付近のみが残存し、深さは 6～ 16cm程である。柱穴の埋土は、にぶい黄橙色粘

土である。

遺物は、El、 E2柱穴掘 り方から土師器片が少量出土している。

S11940竪 穴遺構に切られている。

S11940竪 穴遺構 東西4.7m、 南北24m以上で、北辺での方向はE-6° 一S方向であるが、全体規模は不明であ

る。底面までの深さは検出面より40cm程であり、底面に炭化物の集積する箇所がある。堆積土は 3層である。

遺物は、N-104、 106、 107鉄淳 (写真70-2、 4、 3)、 その他に土師器、須恵器片、焼けた礫などが少量出土

している。

SA1960柱 列を切っている。

SD司 950溝跡 上幅26～ 32clll、 底面幅14～ 24cm、 深さ10～20cm程で、断面形は逆台形である。壁は緩やかに立ち

上が り、底面はやや凹凸がある。方向はE-1° ―Sで、検出した総長は4mである。堆積土は 1層である。

遺物は、土師器の小片が 1点出土している。

P4、  5、 8、 19に切られている。

S11940

A                                           Al
~引     .                                          に_O Anm

BI

トー960m
SD1950

C
引   .

0                          2m

CI
トーー960m

Ｔ『
層 位 土  色 土 性 備   考

Ы1940 A一 A
とa 10YR5/1 褐灰色 ンル ト質粘土

10YR5/3 にぶい黄褐色 ンル ト質粘士

2 10YR7/6 明黄褐色 粘  土 暗掲色粘土をプロック状に含む

3 10YR3/2 黒褐色 粘  土 炭化物、焼土を多量に含む

10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土 暗褐色粘土をプロック状に含む、SA1960/11穴 残存

S11940 B― B′

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト質粘土 黄橙色粘上 を少量含む

2 10YR3/2 黒褐色 粘  土 炭化物、焼土を含む

3 ЮYR5/4 にぶい黄褐色 粘  土

4 10YR7/4 にぶい黄橙色 粘  土 暗褐色粘土をプロック状に含む

950 C― C

10YR5/4 にぶい黄褐色 粘  土

第30図 第140次調査区遺構断面図 (V60)



SD1999溝跡 上幅112～ 160cm、 底面幅35～ 68cm、 深さ70cm程で、断面形は逆台形である。壁はきわめて緩やか

に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。方向はN-4° 一Wで、検出した総長は4mで ある。堆積土は 3層で、底

面に酸化鉄が集積 している。

遺物は、椀形のN-105鉄岸 (写真70-1)、 土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SA1945柱 列、SK1955土坑を切っている。

SK1955土 坑 調査区の北壁ぎわで検出し東西1.6皿、南北0.65m以上の上坑で、深さは55～ 60cmである。壁は緩

やかに立ち上がり、底面は凹凸がある。堆積土は 3層で、グライ化している箇所がある。

遺物は、土製品P-54羽 日の先端部片 (写真69)、 土師器、須恵器の小片が少量出土している。

SD19"溝跡に切 られている。

3。 まとめ

調査を実施した地点は、方四町Ⅱ期官衛の内部で中枢部の東側にあたる。これまで中枢部および外郭となる東辺

部については調査が実施されてきた (註 1)が、官行内東半地区については、広範囲な調査が行なわれていない。

今回の調査で発見されたSA1945柱列は、柱穴規模の点ではこれまで調査された官行建物跡の柱穴と比較しても大

形の類に属する。SA1945柱列については、柱間寸法が150cmと 210cmと 違いがあるのとN2柱穴掘り方のみ 2時期

あることから、複数の建物跡が重複しあっている可能性もある。調査区が狭小なため、詳細を明らかにすることは

できないが、Ⅱ期官衛に属する大形の掘立柱建物跡の一部と考えられよう。また今回検出したS11940竪穴遺構につ

いては、竪穴住居跡と同様の形状を呈しているが、貼本等の床面と断定する施設が確認できなかったことから、竪

穴住居跡とはせず、用途不明の竪穴遺構としておく。

註 1 周辺での官衛中枢部の調査は、第115次調査 (郡山遺跡XⅧ 一平成 9年度発掘調査概報―
)、 第134次調査 (郡山遺跡21-平成12

年度発掘調査概報―)な どで、東辺部での調査は、昭和54年度調査 (年報 1)、 第11次調査 (郡山遺跡Ⅱ―昭和56年度発掘調査

概報―
)、 第117次調査 (郡 山遺跡XⅨ ―平成10年度発掘調査)な どである。
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葦④髯 一

N50

SK2007

SK1985

一

N45

――――――-1050m

0                  4m

西 壁

-1050m
――一-1050m

Ia

Ⅱ

遺種名 層位 土  色 土  性 備   考

東壁 西壁 南壁 北壁

基本層位

Ia 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 旧耕作上、盛土

ЮYR72 灰黄褐色 シル ト質粘土 責橙色 fIB土 を斑状に含む

圧 10YR3/2 黒褐色 粘  土 責橙色粘土を斑状に含む

10YR2/2 黒褐色 粘  土 黄橙色粘上をプロック状に含も

10YR7/6 明黄褐色 粘  土

S11970 la 10YR4/2 灰黄褐色 粘  土

S11980

la 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土

lc 10YR3/3 暗掲色 粘  土

10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 焼土をプロック状に含む

3f 5Y R5/8 明赤褐色 粘  土 焼 上

ЮYRワ 1 褐灰色 粘土質シル ト

SK2007 10YR5泡 灰責褐色 シル ト質粘土 焼土を少量含む

SK1985

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 焼土、炭化物 を含む

10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 黄橙色粘土、炭化物 を含む

10YR8/6 黄橙色 粘  土 灰黄褐色粘土を少量含む

SK2006

10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 炭化物を帯状に含む

10YR5/1 褐灰色 粘  土 黄橙色粘土を班状に含む

10YR3/1 黒褐色 粘  士 炭化物を多景に含む

10YRン 4 浅責橙色 粘  土

10YR3/2 黒褐色 粘  土

ユOYR3/2 黒褐色 粘土質シル ト

S11965 10YR8/6 黄橙色 粘  土 褐灰色粘土をブロック状に含む

第32図 第142次調査区平・断面図 (1/100)



V 第142次発掘調査

1.調査経過

第142次調査は、仙台市太白区郡山 3丁 目6-5相原秀盛氏より、仙台市大白区郡山 3丁 目202-5において住宅

新築に伴う発掘届が、平成13年 7月 27日 付けで提出された。住宅の基礎が遺構の検出面より深 く、遺構を損なうた

め発掘調査を実施した。調査は住宅の建つ部分を対象に東西10m、 南北 4mの調査区を設定し、平成13年 8月 1日

より表土排除を行なった。現況より深さ0.5～ 0.8m程で竪穴住居跡や土坑などを検出した。埋め戻 し、整地作業を

含め、調査が終了したのは、平成13年 9月 3日 である。

2.発見遺構・ 出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、竪穴住居跡 4軒、土坑 3基、ピットなどである。これらの遺構は基本層位第Ⅲ

層上面で検出されている。

S11965竪 穴住居跡 東西 5～ 5.25m、 南北 lm以上で、南辺での方向はE-3° 一S方向である。全体の規模や

形態は不明で、住居の掘 り方を検出したと考えられる。掘 り方底面までの深さは検出面より17～25cm程である。埋

土は 1層である。

遺物は、土師器、須恵器片が少量出土している。

S11970。 1980竪穴住居跡に切られている。

S11970竪穴住居跡 東西4.5m、 南北265m以上で、西辺での方向はN-10° 一E方向である。全体の規模や形態

は不明で、住居跡の掘 り方を検出したと考えられる。掘 り方底面までの深さは検出面より35～ 47cm程である。埋土

は 2層である。

遺物は、土師器が少量と長さ30cm、 幅10cmの礫が出土している。

(3)
|

51)

刊34)

第31図 第142次調査区位置図
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S11965竪 穴住居跡を切 り、S11980竪 穴住居跡に切られている。

Sl1 975堅 穴住居跡 東西3.2m、 南北3.4mの ほぼ方形の竪穴住居跡である。北壁中央にカマ ドがあり、N-3° 一

E方向に煙道が0.8m以上延びている。カマ ドの燃焼部や煙道周辺が強く焼けている。また床面までの深さは検出

面より17～25cm程である。床面上の東、西、南壁ぎわには、周溝状の落ち込みが巡っている。床面までの堆積土は、

大別して 2層である。

遺物は、第 1層中からは内面黒色処理され外面もヘラミガキされた土師器C-904郭 (第34図 2)、 内面黒色処理

され外面に段のない丸底風の土師器C-906イ (第34図 3)、 内面が摩滅した土師器C-908郭 (第34図 1)、 両面黒

色処理された土師器C-909椀 (第34図 4)、 C-910、 911蓋 あるいは皿 (第34図 5)、 ススの付いた土師器C-912

甕の底部片 (第34図 8)、 外面ハケメ調整の顕者な土師器C-913鉢 (第34図 11)、 外面ヘラケズリの施された土師

器C-914甕 (第34図 9)、 体部に最大径のある土師器C-915甕 (第34図 10)、 須恵器E-468盤 の 月ヽ片、竹状模骨

痕跡の平瓦G-111(第 34図 12)な どが出土している。第 2層 中からは、平底で墨痕のある須恵器E-469盤 (第34

図 7)が出土している。

S11980竪 穴住居跡に切られている。

S11980

A
引

S11975(B)

」
トーー950m引

S11965S11970S11980

B'

トー950m

la

0               4m

AI
a  卜 940m

S11980  Pl

D
引

D'

トー920m

S11975'カ マ ド

鰤

層位 上   色 土 性 備   考 層位 土   色 土  性 備   考

SIユ980 A― A′ 10YR3/2 黒黄褐色 粘  土 黄橙色粘土を多量に含む

10YR4/3 にぶい責褐色 粘  土 ЮYR3/2 黒褐色 粘  土 炭化物、焼土を少量含む

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 明黄褐色粘上を少髭含む 10YR3/2 黒褐色 粘  土 黄掲色粘土を少量含む

10YR3/3 暗褐色 粘  土 5YR6/8 橙色 ル ト 焼 土

2 10YR8/6 黄橙色 粘  土 焼土をブロック状に含む、カマ ド崩落上 ЮYR4/ユ  褐灰色 粘  土 焼土を少量含む

10YR2/1 黒色 粘  土 炭化物、焼土を多量に含む 10YR5/2 灰黄褐色 粘  土 焼土をブロック状に含む

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 炭化物、焼上を少這含む 5YR5/8 明赤褐色 粘  土 焼上、カマ ドの上が焼けた

10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 10YR7/6 明黄褐色 粘  土 カマ ドツガ、基本層位 Ⅲb層

S11980 カマ ド断面 C― C′ 75YR4/3 褐色 粘  土 炭化物、焼土を含む

1 10YR7れ  にぶい黄橙色 ル ト カマ ド構築土 4 ЮYR″4 1こ ぶい黄橙色 粘  土 褐色粘上を少量含む

5YR6/8 栓色 粘  土 焼 土 S11980 煙道 E― E′

5YR3/1 黒褐色 粘  土 炭化物 ЮYR5/2 灰黄褐色 ン,レ ト質粘土

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 炭化物 を少量含む、貼床 lb 10YR4/2 灰黄褐色 ンルト質粘土 焼土を少量含む

S11980 PI D― D′ 10YR4/2 灰黄褐色 ンルト質粘土

l 10YR3/3 黒褐色 粘  上 炭化物を少量含む _R11965 S11970 S11980 B― B′

2 10YM/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色粘上粒 を斑状に含む 争構宅 土  色 土  性 備   考

SI 975 F― F J la ЮYR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト

la 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黄橙色粘上をプロック状に含む lb 10YR8/6 黄橙色 粘  土 掲灰色粘土をブロック状に含む

10YR3/3 暗褐色 粘  土 la ЮYR4/2 灰黄褐色 粘  土

lc 10YR3/3 日き褐色 粘  上 炭化物、焼上を少量含む 1197( lb ЮYR5/3 にぶい黄褐色 粘  土 黄橙色粘土粒 を班状に含む

10YR3/2 黒褐色 粘  土 黄橙色帖上を少量含む 2 10YR4/1 褐灰色 粘  土 黄褐色粘土をブロック状に含む

119懃
la 10YRク3 にぶい黄褐色 粘  土

4 10YRクユ 褐灰色 粘土質シルト

S11980 カマ ド

C              C「
引 13  ζa l 卜 凱40m

第33図 第142次調査区遺構断面図 (1/60)
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版
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図

番

録

号

登

番 種 男1 Zi形
出 土 It点

法  量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 備  考
真

版

写

図出上遺構 層位

∋-90〔 土師器 郎 S11975 器高34 回径 143 日縁郡 ヨコナデ、体部ヘラケズリ 体都ヘラナデ、ヘラミガキ 内面黒色処理

2 3-904 上師器 イ S11975 器高34 回径165 底径 122 日按部ヨコナデ→ヘラミ才キ、体.fjヘ ラケズリ…ヘラミガキ 口縁部、体部ヘ ラミガキ 内面黒色処理

3 土師器 邸 S11975 器高34 日径17 口縁部、体部ヘラ ミガキ 内面黒色処理

4 土師器 椀 S11975 残存高 (60) 日径168 口縁部 体部ケズリのち ミガキ 口縁部、体都 ミガキ 内面黒色処理

5 土師器 蓋 S11975 器高39 日径204 ヘラミガキ ヘラミガキ 内面暴色処理

6 E‐ 46〔 須患器 盤 S11975 器高18 日径228 ロクロナデ、底部回転ヘラケズリ ? ロクロナデ

7 須恵器 郎 S11975 器高40 口径141 底径 102 口縁部 体部ロクロナデ、底部回転ヘラケズリ 日縁都 体部ロクロナデ 口縁内夕1面に塁及右

“8 Cつユ′ 土師器 変 S11975 残存高63 底径68 不 明 ヘラナデ

9 Cつ 14 七師器 斐 S11975 残存高82 日底径96 ヘラケズリ、底部木葉痕 ヘフナデ 88

土師器 発 S11975 残存高108 回底径 130 ヘラミガキ ヘラナデのちヘラミガキ

11 3-91〔 土師器 鉢 S11975 器高1005 口径135～ 138 日縁割ロコ涼 無 レサメ ヘラケズリ、購 1櫛 日縁部ヨヨナデ、体部ヘラナデ

五 平 瓦 S11975 器高284 口径187 底径99 凸面斜格子叩き 円面竹 状権 骨 痕

第34図 142次調査区出土遺物(1)



SI司 980堅穴住居跡 東西4.5m以上、南北2.3m以上の竪穴住居跡である。東壁中にカマ ドがあり、E-7° ―S方

向に煙道が1.5m以上延びている。カマ ドの燃焼部内には焼土が、前面の床面上には炭化物が堆積 している。また

床面までの深さは検出面より20～25cm程である。床面上の西壁、南壁の一部には、周溝が巡っている。また長軸

110側、短軸90cm、 深さ35cm程のPlがある。床面までの堆積土は、大別して 1層である。

遺物は、床面上から外面ヘラケズリ調整の顕著な土師器 C-905甕 (第 35図 3)、 薄手で回転ハケメの施された

D-76奏 (第35図 1)な どが出土している。

S11965。 1970。 1975竪穴住居跡を切っている。

SK1985土坑 調査区の東壁ぎわで検出し東西1.3m以 上、南北2.2mの 土坑で、深さは10～25cmである。壁は緩や

かに立ち上がり、底面は著しく凹凸がある。堆積土は 3層 で、焼土、炭化物を含んでいる。

遺物は、土師器、須恵器の小片や焼土塊、焼け面のある礫などを出上している。

SK2007土坑を切っている。

SK2006土坑 調査区の南東ぎわで検出し東西19m以上、南北0.8m以上の土坑で、深さは30～40cmである。壁は

直立気味に立ち上が り、底面は凹凸がある。堆積土は4層 で、炭化物を多量に含んでいる。

遺物は、内面黒色処理された丸底の土師器C-907郭 (第35図 2)が出土し、その他土師器、須恵器の小片や羽

日、鉄津などが少量出土している。

0               10cm

版

号

図

番

録

号

登

番 種  別 器形
出 土 地 点

法  量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 備  考
写真

図版出土遺構 層位

ユ 土師器 発 S11980 カマ ド 器高284 日径187 底径99 ケヽメー回転ハケメ ハケメ→回転ハケメ、ハケメ‐ナデ

2 Cつ07 土師器 ITN SK2006 1 器高37 日径110 底径78 日縁部 体都ヨコナデ、底部ヘラケズリ 回縁都 体部 ミガキ 内面黒色処理

3 3‐ 90〔 土師器 密 床  面 残存高176 底径88 ヘラケズリ 指ナデ、ヘラナデ

第35図 142次調査区出土遺物(2)



SK2007土 坑 調査区の東壁 ぎわで検出し東西0.9m以上、南北0.25m以上の土坑で、深さは10～ 17cmで ある。壁

は緩やかに立ち上が り、底面は北側で平坦な面があ り南側より浅 くなっている。堆積土は 3層 で、焼土、炭化物を

含んでいる。

遺物は、出土 していない。

SK1985土坑を切っている。

3.ま とめ

調査を実施した地点は、方四町Ⅱ期官行の内部で中枢部の東側にあたり、今年度調査した第140次調査の北東10

mに位置する。発見された遺構のうち竪穴住居跡については、遺構の重複状況から次のような前後関係が考えられ

る。

S11965

|

S11970

S11965か らS11980ま での遺構で 3時期、S11975か らS11980ま でで 2時期の変遷

がある。S11965、 S11970と S11975に ついては、重複関係が確認されないので明ら

かではない。

S11975については、カマ ドの方向がN-3° 一Eと ほぼ真北方向をむき、出土

した遺物もこれまで発見されてきた官行期の遺物と特徴の上で相違ないものであ

り、Ⅱ期官衛の時期と考えられる。しかもそのS11975と 重複し新しいS11980の カ

マ ド内からは回転ハケメ調整の土師器奏が出土し、 8世紀後半代以降の年代が考

1935な ど

「郡山遺跡21-郡山遺跡・仙台平野の遺跡群 平成12年度発掘調査概報―」2001

「郡山遺跡 ―第65次発掘調査報告書―J1993

「郡山遺跡 ―第84次 。85次発掘調査報告書―」1990

「郡山遺跡Ⅵ ―昭和60年度発掘調査概報―」1985

「郡山遺跡Ⅵ ―昭和60年度発掘調査概報―」1985

S11980

えられる (註 1)。 よってS11980に ついては官衛の時期より新しい時期の遺構と言えよう。

昨年の隣接する第134次調査では、10世紀前半以降の掘立柱建物跡が発見されていた (註 2)。 これまで方四町Ⅱ

期官行の内部やその周辺では官衛の時期以降の遺構は希薄になり、水田跡や若千の竪穴遺構が発見されるに留まっ

ていた (註 3)。 しかし官衛廃絶後に竪穴住居跡や掘立柱建物跡が存在 し、平安時代になってⅡ期官衛跡地が何ら

かの利用をされるようになったことが明らかであるが、その範囲や具体的な機能については今後の調査を待ち検討

していきたい。

註 1 仙台平野以南の宮城県南部においては、 8世紀中葉には須恵器生産の影響によリロクロ技術の上師器への導入が開始され始めた

と考えられている。

佐藤憲幸 。村田晃―「東北の煮炊具」古代の上器研究会第 4回 シンポジウム『古代の上器研究―律令的土器の様式の西・東4

煮炊具―』1996

S11975

|

第134次発掘調査 SB1925'1930。

仙台市文化財調査報告書第250集

第65次発掘調査 Ш層水田跡

仙台市文化財調査報告書第156集

第84次発掘調査 Ⅱb層水田跡

仙台市文化財調査報告書第145集

第55次発掘調査 S1776竪 穴遺構

仙台市文化財調査報告書第86集

第51次発掘調査 SX622

仙台市文化財調査報告書第86集

註 2

註 3
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Ⅵ 第143次発掘調査

1.調査経過

第143次調査は、仙台市太白区郡山1丁 目8-30-502安 藤直樹氏より、仙台市大白区郡山4丁 目224-10において

住宅新築に伴う発掘届が、平成13年 12月 14日 付けで提出された。住宅の基礎が遺構の検出面より深く、遺構を損な

うことが考えられたため、敷地内において試掘調査を実施した。調査は住宅の建つ部分を姑象に東西10.5m、 南北

2.5mの調査区を設定し、平成13年 12月 17日 に表土排除を行なった。現況より深さ1.Om程 (第 Ⅳ層上面)で遺構の

検出作業を行なったが、検出されたのがきわめて僅かのピットのみであったため、本調査の必要はないとして終了

した。なおこの地区では平成13年 3月 7日 に宅地造成に伴う試掘調査を実施し、同様の状況であった。

2.発見遺構 。出土遺物

今回の試掘調査で発見された遺構は、ピットが 7基のみである。これらのピットは直径16～39cmの 円形あるいは

楕円形で、深さは9～36cmで ある。堆積土は10YR3/2黒 褐色粘土質シルトである。柱痕跡は検出されず、遺物も出

土しなかった。

3。 まとめ

今回の試掘調査を実施した地点は、方四町Ⅱ期官衛外郭東辺の材木列から東へ70m程離れている。また以前に同

地区内で実施した宅造に伴う試掘調査では、材木列から80～ 110m離れた範囲を調査している。今回の調査を第143

次調査A区 とし、以前の調査をB区 (1、 2ト レンチ)と すると、外郭東辺に直行するように70～ 110mの範囲を

調査したことになる。B区 1ト レンチでは、土坑が 1基検出されていたが、官衛に伴う遺構は発見されていなかっ
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た。これらの調査結果からは、外郭東辺から東へ70m

から110mの 範囲では南北へ横断する規模の大きな溝

跡や大型の掘立柱建物跡などがないことを示唆してい

る。方四町Ⅱ期官衛の南辺周辺と比較した場合は、今

年度の第138次調査区で発見された廂付建物の存在す

る様相とは違いを見せている。今後も東辺部周辺での

調査を重ね、より詳細な遺構の様相を明らかにしてい

く必要があろう。

98 第143次調査区 B区  1ト レンチ (東 より)
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97 第148次調査区 A区 (西より)
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第38図 第143次調査区 A区・ B区配置図
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今年度の調査は第 5次 5カ 年計画の第 2年次目にあたり南方官行地区の調査を主に行った。この地区は I期官衛

東辺とも重なっておりI期官衛、Ⅱ期官行双方の視点から重要な地点である。また、個人住宅の建替えのうち、基

礎構造が深 く遺構を損なうような個人住宅については「仙台平野の遺跡群」として 3件の小規模な調査を実施した。

ここでは南方官行地区の調査成果を主に総括する。

(1)Ⅱ 期官衛 の調査

Ⅲ期官行については、Ⅲ3で も述べたが、SB2010・ 2015掘立柱建物跡の構造と役害Jについて検討を要する。

SB2010掘 立柱建物跡については東西二面に廂があり、間仕切 りのある構造となっている。このような建物跡は平

城京左京 5条 2坊内の建物跡や同左京 3条周辺の長屋王邸B期の建物跡などのように、平城京内の一区画における

主要殿舎に見られる構造と類似性が認められる。このような建物が方四町Ⅱ期官衛南門の南延長線上に西に面する

ような位置に存在したという占地の点からみても、この建物がきわめて重要な機能を持っていたものと考えられる。

SB2015掘 立柱建物跡については三面廂にさらに外側に柱列が廻ることから特殊な構造が考えられる。この特異な

構造については伝世した絵巻や近年の発掘調査の成果により復元された建物跡に類似する点が認められる。平安京

建礼門前の土廂 (註 1)や平城宮東院楼閣宮殿の復元図 (註 2)な どである。これらを見ると小規模な下屋状の屋

根が考えられている。また、飛鳥宮のエビノヨ郭の大殿には縁があり、その外側には階段が取 り付けられている

(註 3)。

このような建物が材木列により区画された官衛の外側に一定の空閑地を介して建ち並ぶ様相はどのように理解す

べきなのであろうか。方四町Ⅱ期官衡が官衛内の中心的な施設であったとしても、その南方に東西10間、南北 2間

の建物や四面廂付建物が建ち並ぶのは、一定の関連を有しながらも別な機能を果たしていたことを示唆するもので

ある。Ⅱ期官衛におけるこれら遺構群の様相とその違いを明らかにして行 く視点が今後重要と考えられる。

またこれらの建物跡の規模については、今回発見された建物跡の床面積はSB2010掘立柱建物跡が226.8だで、

SB2015掘立柱建物跡は172.48∬ である。これらの建物跡を同様な観点からこれまで本遺跡で発見されている掘立柱

建物跡と比較すると、Ⅱ期官行正殿であるSB1250四 面廂付建物跡が187.92∬ 、南方官行西地区のSB1277四 面廂付

建物が215.01∬ であり、SB2010掘立柱建物跡はこれらの建物よりさらに規模が大きく、これまでに本遺跡で発見さ

れてきた掘立柱建物跡では最大の床面積を持つことが明らかとなった。またSB2015掘 立柱建物跡についても方四

町Ⅱ期官行中枢部や南方官衛地区で発見されている長舎や楼閣風の建物と比較してもほぼ同等の床面積となってい

る。東北地方の古代城柵官行遺跡で発見されている主な大型建物跡と比較 しても同様であり、SB2010掘 立柱建物

跡は床面積が230.1∬である多賀城跡政府 I期正殿とほぼ同等の規模を有する。

今回の調査によって方四町Ⅱ期官衛南辺の様相は、方四町Ⅱ期官衛の南にはSD35外郭大溝とSD2000外溝との間

に遺構が希薄な空閑地が広がり、SD2000外溝から南に南方官衛地区が、さらに郡山廃寺、寺院東方建物群が広が

ることが確認できた。方四町Ⅱ期官行南辺での材木列、外郭大溝、外溝のそれぞれの距離関係はおおむね下図

(P57)の とおりである。特に今回の調査ではSD35外郭大溝が検出できる地点が調査対象外であったためSD35外郭

大溝は推定位置であるが、SD35外郭大溝とSD2000外溝との心心間隔 (c)は 48.5m程、SA33材木列とSD2000外溝

の心心間隔 (d)は 57.5m程 となる。SA33材木列とSD35外郭大溝との心心間隔 (b)が断片的な調査であるため、

それぞれの調査地点により若千数値は異なるように、SD35外郭大溝とSD2000外溝との心心間隔 (c)も 同様の可

能性がある。また、SD2000外溝とそれぞれの建物跡との間隔は、SB2010掘立柱建物跡では北梁行からは12.9～ 13.6

Ⅶ 総
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遺構番号
桁 行 (m) 梁 行 (m)

面積 (苗 ) 性 格 備 考
間 柱  間 総 長 間 柱  間 総長

郡山遺跡SB2010 掘 立 南北棟 10 200^-220 5 200～ 220 南方官術西地区 二面廂

部山遺跡SB201[ 掘 立 南北棟 23^´ 31 4 20-225 17248 前方官街西地区
=面

廂

郡山遺跡SB1250 掘 立 束西棟 8 195^-23 5 205-235 正殿 四面廂

部山遣跡SB1277 掘 立 東西棋 8 19-28 5 19-25 110 南方官街西地区 四面廂

部山遺跡SB996 掘 立 東西棟 5 21´-30 120 3 22^-28 寺院束方建物群 凹面廊

郡山遺跡SB526 掘 立 南北棟 246^-292 243-249 1617 Ⅱ期官衡中枢部 長令

郡山遺跡SB1306 掘 立 束西棟 22～ 25 237 2 25^-265 237 12324 南方官街束地区 長舎

郡山遺跡SB 掘 立 束西棟 10 22^-25 235 2 23～ 28 1222 南方官街束地区 長含

郡山遣跡SB 掘 立 束西棟 10 21-27 235 2 1175 南方官街束地区 長舎

糸A沐ギ 君耳JLん燕 243～ 2穆 秘 楼

多習城跡SB 50B 礎 石 束西棟 24^-36 24-‐ 36 120 27360 正殿 四面廂

多賀城跡SB 150A 掘 立 南北棟 5 150 24000 】窃殿 束西二面廂

泉廃寺遺跡17-11号 掘 立 東西棟 23892 後殿 長舎

多賀城跡SB150A 掘 立 東西棟 5 38-41 195 3 33´-4 23010 正殿 南面廂

秋田城跡SB748 掘 立 東西棟 5 4 27-45 22680 正殿 前面廂

市川橋遺跡SB1000 掘 立 南北棟 11 327 2 22563 長舎

市川橋遺跡SB1010 掘 立 南北棟 ユユ 2 22177 長舎

払田柵鵬 B■ 0 掘 立 東西旗 5 177 121 21417 正殿 南面廂

名生館遺跡SB01 掘 立 東西棟 7 175 21175 四面廂

多賀城跡SBH50B 礎 石 掘立 南北棟 5 4 132 21120 脇殿 舎身に礎石 東西二面廂

秋田城跡SB745 掘 立 東西棟 5 165 3 35^-5 19800 正殿 南面廂

多賀城跡SBl150C 礎 石 掘立 南北棟 5 32 4 120 19200 1称 殿 舎身に礎石 束西二面廂

多賀城跡SBユ約C 礎石 東西棟 5 175 18900 後殿 南北二面痢

払田柵跡SBlllB 掘 立 束西棟 5 3 18871 正殿 南面廂

秋田城跡SB746A 掘 立 爽西旗 5 33 3 28´-45 正股 南面廂

多賀城跡SB51lA B 掘 立 東西棟 7 3 17850 政庁北方地区 長舎

秋田城跡S3022 掘 立 南北棟 7 3 3 17010 長舎

徳丹城跡SB850 掘 立 東西棟 6 4 16541 東 南北三面廂

志波城跡SB500 掘 立 束西棟 6 3 3 3 16200 正殿 四面廂

払田tllttSB■ lC 掘 立 真西棟 5 3 15582 正殿 南面廂

秋田城跡SB100ユ 掘 立 南北棟 5 25-31 22^-31 110 15290 四面廂

胆沢城跡SB430B C 掘 立 南北棟 7 15106 Hヒ 方官術 西面廂

胆沢城跡SB430A 掘 立 南北棟 7 91 15106 北方官衡 長舎

m、 SB2015掘 立柱建物跡では北梁行からは12.6～ 12.9m、 北小柱穴列西端からは10.9mである。最近の藤原宮の研

究の成果では、空閑地の存在を条坊の施工と宮の造営をいったいに進めることのできなかったとする説がある (註

4)。 本遺跡では、方四町Ⅱ期官衛の外側に広がる空閑地の性格を究明するためには、方四町Ⅱ期官行のみならず

Ⅱ期官衛全体の構造や I期官行からⅡ期官衛への建替えの様相、造営年代などを視野に入れて検討していく必要が

あろう。

SA33雰こ1財夢U

SD35遺跡

a・ …SA33か らSD35
b・・・SA33と SD35と の心心間隔

c・・・SA33と SD2000と の心心間隔

d・・。SA33か らSD2000と の心心間隔

m 調査地点 調査次数

a (4.45m) 推 定 *

b 8.8～9m 南辺 4次

b 9m 西 辺 7ツk

b 85m 東辺 11ツk

b 7.2´
―ヤ73m 西 辺 16ツk

b 8,7m 南辺 42ツk

b 88m 南辺 43ツk

b 8.2m 南辺 121次

C (48.5m) 南辺 138ツk

d (57.5m) 南辺 138ツkSD2000溝跡



郡山遺跡SB2010(三面廂 )

郡山遺跡SB2015(三 面廂 )

郡山遺跡SB1250(四 面廂 )

郡山遺跡SB1277( ″ )

郡山遺跡SB996( ″ )

郡山遺跡SB526(長舎 )

郡山遺跡SB1306( ″ )

郡山遺跡SB1320( ″ )

郡山遺跡SB1 321( ″ )

郡山遺跡SB1680(楼 )

多賀城跡SB150B(四面廂 )

多賀城跡SBl150A(二面廂 )

泉廃寺遺跡17‐ 11号 (長舎 )

多賀城跡SB150A(南面廂 )

秋田城跡SB748(南面廂 )

市川橋遺跡SB1000(長舎 )

市川橋遺跡SB1010(長舎 )

払田棚跡SBl10(南面廂 )

名生館遺跡SB01(四 面廂 )

多賀城跡SBl150B(二面廂 )

秋田城跡SB745(南面廂 )

多賀城跡SBl150C(二 面廂 )

多賀城跡SB170C(二 面廂 )

払田柵跡SBlll B(南面廂 )

秋田城跡SB746A(南面廂 )

多賀城跡SB551A・ B(長舎 )

秋田城跡SB022(長舎 )

徳丹城跡SB850(三 面廂 )

志波城跡SB500(四 面廂 )

払田柵跡SBlll C(南面廂 )

秋田城跡SB1001(四 面廂 )

月旦沢城跡SB430B・ C(西面廂 )

月旦沢城跡SB430A(長舎 )

南方官衛西地区

南方官衛東地区

南方官衛東地区
|

南方1官衛東地区
!

官衛西地区

正殿

南方官衛西地区

Ⅱ期官衛中枢部

Ⅱ期官衛中枢部

脇殿

後殿

正殿

正殿

正殿

脇殿

1正殿

1脇殿

後殿

正殿

正殿

政庁北方官衛

正殿

正殿

北方官衛

北方官衛



また、SB2010掘 立柱建物跡は方四町Ⅱ期官衛仮想中軸線の東側に立地することから、方四町Π期官衛外郭南門

から南へ延びると推定される道路跡との関連や、仮想中軸線を挟み東側にSB2010掘 立柱建物跡と姑称の位置にあ

る建物跡の存在についても今後検証していく必要がある。またSB2015掘 立柱建物跡についてもその西側に第85次

調査で発見されたⅡ期官行正殿を上回る規模を持つSB1277四面廂付建物跡が存在することから、さらにSB1277四

面廂付建物跡の西側にSB2015掘 立柱建物跡と関連する建物跡が存在し、官衛ブロックを形成している可能性も推

測できる。今後追加して調査を実施する必要があろう。近年郡山遺跡地区で行われている長町副都心土地区画整理

事業に伴う発掘調査では、方四町Ⅱ期官衛西辺でも南辺同様に外溝と考えられる溝跡が発見された。さらにその外

側には郡山遺跡の官行と同年代と考えられる竪穴住居群が発見され、官衛に関連した人々の集落の存在が確認され

ている (註 5)。 これらにより方四町Ⅱ期官行西、南辺外の様相が明らかになりつつある。しかしそれに対して方

四町Π期官衛外郭大溝の北、東側では現況が住宅地となっているため調査が実施できず詳細は明らかになっていな

い。そういう中で個人住宅の建替え、宅地造成時に実施された第143次調査は重要である。今後住宅の建替え時な

どに調査を実施して成果を蓄積し、官行タト周辺域全体の様相を明らかにしていきたい。
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(2)I期 官衡 の調査

I期官衡については、本調査区は昭和59年度の第48次調査区と昨年度実施した第135次調査区との中間に位置す

ることから、 I期官衛の東辺となる材木列である第48次調査で発見されていたSA577と SA578、 第135次調査で発

見されていたSA1855と SA1910の 間を結ぶ 2列の材木列の発見を想定していた。今回の調査で昨年度発見された

SA1855材木列とSA1910材木列の廷長と考えられる 2列 の材木列がそれぞれ発見され、SA1855材木列には小規模

な棟門と考えられるSB1990門跡が、SA1910材木列には東西に延びるSA2001材木列が接続することが確認された。

さらに今回の調査でこれまで発見されなかったSA2005材木列が発見されたことによって南北に延びる材木列は 3

列となった。これまで I期官衛南部の様相は南辺、東辺での調査から官衛南限を区画する材木列が平成 4年度の第

96次調査でSA1380材木列からSA272材木列への 2小期の変遷が確認され、SA272材木列はさらに西へ延びている

ことから、官行が西方へ拡大したと考えられていた (註 6)。 しかし今回発見したSA1910材 木列は直線的に延びる

箇所もあるが昨年度の第135次調査区と同様に調査区北部では顕者に屈曲する部分も存在する。また、SA2005材 木

列は調査区北部で途切れることなどから、今回の調査区で発見した 3列 の材木列が第48次調査区で発見された 2列

の材木列とどのように接続するかについて再検討する必要がある。SA2005材木列は北に延長すれば第48次調査で

発見されていたSA577に接続するとも考えられるが、調査区北部で途切れること、南に延長すれば平成3年度に宅

地造成に伴い実施した第93次調査区 (註 7)で検出されるはずであるが検出されなかったことから、SA2005材木

列は内部区画となる可能性もある。また、SA1910材木列についても北に延長すれば方四町Ⅱ期官衛外郭南門跡を

調査した昭和60年度の第56次調査区内で検出されているであろう。 I期官行の遺構は調査地点により造られた方向

に微妙な振れがあることや、同一の材木列でも屈曲する部分があるため、 I期官衛東辺材木列については、今後発

掘調査によって再確認して行く必要がある。

また、今年度遺跡内西部で行われた長町副都心土地区画整理事業に伴う調査では I期官衛に関連すると考えられ

る溝跡が発見されている。上幅 3～ 4m、 下幅 3～3.5m、 深さ50cmで、断面形は逆台形の溝跡であり、L字型に

屈曲している。南北方向に延びる箇所では I期官行西辺の推定ラインよりさらに西側に離れ平行している①検出さ

れた屈曲部から北側には60m以上、東側には40m以上延びている。 I期官衛西辺の外側に位置しているが官行と同

方向を向く (註 8)。 これまでの郡山遺跡の調査ではこの溝跡の北に延長した部分については未調査であるが、東

に延長した部分が今回調査した第138次調査の北端にあたり、そこでは I期官衛に関連すると考えられるSD2037溝

跡が発見されている。SD2037溝跡はSA2001材木列に切 られる古い溝跡であり、SA2001材木列は I期官行の東辺

と考えられるSA1910材木列に接続している。調査区設定の制約からこの溝跡の幅など詳細については明らかにで

きなかったが、遺構の深さ、推定される断面形、底面の形状などからSD2037溝 跡が長町副都心土地区画整理事業

に伴う調査で発見された溝跡とは同一の遺構となる可能性がある。しかし両調査地点にかなりの距離があることか

ら断定はできない。今後周辺での調査の検討を積み重ね I期官衛全体の様相について明らかにしていきたい①

註 1 「年中行事絵巻 巻1」 『日本の絵巻 8』 中央公論社

註 2 第292次調査 第43図 『奈良目立文化財研究所 年報 1999-Ⅲ 』

註3 「飛鳥の宮」復元模型 奈良県立橿原考古学研究所付属博物館

註4 林部 均「第3章 条坊制導入期の古代宮都J『古代宮都形成過程の研究』2001

註 5 「郡山遣跡地区J第 28回古代城柵官衛遺跡検討会資料集 2002

「郡山遺跡」第27回古代城柵官衡遺跡検討会資料集 2002

「西台畑遺跡」平成12年度 宮城県追跡調査成果発表会 発表要旨 2000

註 6 仙台市文化財調査報告書第250集  「郡山遺跡21 -郡山遺跡・仙台平野の遺跡群 平成12年度発掘調査概報―J2001



註 7

註 8

第93次調査は平成 3年度に宅地造成に伴って実施したが、原因者の事情により調査が中断していた。昨年度行われた第135次調

査でその一部を調査している。

仙台市文化財調査報告書第250集「郡山遣跡21」  2001

「郡山遺跡地区」第28回古代城柵官衛遺跡検討会資料集 2002
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